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議事のてんまつ 

午前 9時 00分 開会 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 おはようございます。ただいまの出席委員は 7 名で

ございます。ただいまから総務産業常任委員会を開催をいたします。 

まず初めに会議録の署名人を指名いたします。１番 伊藤委員、１０番 中澤委員、お願

いいたします。 

それでは先日本会議の当委員会に付託されました案件につきましての審査を行いたいと

思います。 

①税務課 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 まず、税務課に係わる案件を議題といたします。 

議案第 9号 令和 2年度箕輪町一般会計補正予算（第 10号）に係わる案件を議題といた

します。それでは細部説明を求めます。課長 

○日野税務課長 それでは議案第 9号 令和 2年度箕輪町一般会計補正予算（第 10号）の

税務課に関する部分について説明を申し上げます。細部について係長から説明をいたさせ

ますので、よろしくお願いをいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○井上収納対策室係長 議案第 9号 令和 2年度箕輪町一般会計補正予算（第 10号）につ

いて説明いたします。一般 11ページをご覧ください。私からは町県民税と固定資産税の歳

入について説明させていただきます。町県民税個人の滞納繰越分ですが、982万 7,000円で

当初見込んでおりましたが、10 月末時点での徴収率が当初の見込みよりも高かったため、

今後の納付状況を見越し、700万円増額を計上し、現年と合わせ 12億 8,246万 5,000円と

させていただきました。続きまして、固定資産税について説明いたします。滞納繰越分を

1,245万 3,000円で見込んでおりましたが、1社で 600万円納付してくれた法人がありまし

たので、今後の納付状況を見越して、1,000万円の増額を計上し、現年と合わせ 15億 8,188

万 4,000円とさせていただきました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○平出住民税係長 よろしくお願いいたします。私からは入湯税につきまして歳入につい

て説明させていただきたいと思います。入湯税ですけれども、当初予算につきましては過去

2年度分の利用者数実績から作成しておりましたけれども、新型コロナウイルスの影響で 4

月、5 月の利用者が激減し、6 月以降回復してきたものの前月同月比で 70％から 80％で推

移している状況でございます。このことを踏まえまして 1,000 万円の減額補正をさせてい

ただきまして、補正前の額が 3,021万円だったところ、1,000万円減額で、2,021万円でお

願いするものでございます。よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりましたので、これより質

疑を行います。質疑がある方は挙手をお願いいたします。伊藤委員 
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○１番 伊藤委員 さっき 600 万円会社から 1 件入ったっていう、これは何年度をずっと

未納になった分が一括入ったというふうに理解していいですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○井上収納対策室係長 こちらの企業につきましては、もう複数年にわたりまして滞納額

がとても大きかったんですけれども、預金調査をしても財産というものが一切見つけられ

なくて、なかなか納付できなかったんですけれども、その会社が今回廃業をするのに当たり

まして、供託金をその内 600 万円うちの方に入れていただいたということで、それについ

ての納付になります。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。ございませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは以上で質疑を終了し、討論に入ります。討論

のある方。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決いたします。議案

第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算（第 10 号）、税務課に関する部分について原

案どおり決定することにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○日野課長 すみません、歳出の部分も若干ありますのでそれについての説明を。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 そうですね。よろしくお願いします。係長 

○平出住民税係長 よろしくお願いいたします。続きまして、歳出予算につきましてご説明

させていただきたいかと思います。補正予算書の一般の 22 ページをお願いいたします。

0251 税務総務費でございます。内容につきましては次の 23 ページをお願いいたします。

節区分 10の需要費の中の消耗品でございます。金額が 10万 5,000円となっておりまして、

そちらの内容なんですけれども、来年の 2月、3月、役場 3階講堂で確定申告受付を会場と

しまして行うところですけれども、新型コロナウイルス感染予防のため、アクリルボードが

必要となりまして 10 セットで 10 万 5,000 円の増額補正をお願いするものでございますの

で、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりましたので質疑を行いま

す。質疑のある方。挙手をお願いいたします。中澤委員 

○１０番 中澤委員 アクリル板 10 万円っていうのは 10 セットということは 1 個 1 万円

弱だということです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○平出住民税係長 そのとおりでございます。10 セットですので 1 セットですと約 1 万

500円になります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 役場で入れてるアクリル板って大体 1万円なんですか。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○平出住民税係長 役場で用意しているものは総務課の方で準備しているものですので、

詳しいところまではわからないところが現状ですので申し訳ありません。今回のものにつ

きましては 1 セット 1 万 500 円ということで、役場で今準備されている窓口にあるものは

アクリル板があって木の枠でできているもので、どうしても木の枠があると申告会場で向

き合ってやるときに、その木の枠が邪魔になってしまって見えにくいというところもあり

ましたので、そういったとこ、差し支えないアクリル板があって書類を置いても見えやすく

対応しやすいものということで選ばせていただきました。以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○日野税務課長 今のアクリルボード板なんですが、簡単に言いますとブックエンドみた

いなやつで挟んで何て言うんですか、止めてるような。いわゆる可動式のものであって、例

えば今回確定申告でそのアクリルボードはきちんととっておいてそういったブックエンド

で挟んだ部分のものを保存しておけばまた後日使えるとそういうような様式のものであり

ますので、ちょっと補足ですけども説明をさせていただきます。以上であります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。質疑ございませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは質疑を終了し、討論に入ります。討論のある

方。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは税務課に係わる議案

第 9号 令和 2年度箕輪町一般会計補正予算（第 10号）について、原案どおり決定するこ

とにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、本会議でその旨報告いたします。以

上ですね。 

【税務課 終了】 

②総務課 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは総務課にかかわる案件を議題といたします。 

議案第 2 号 箕輪町議会議員及び箕輪町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する

条例制定についてを議題といたします。細部説明を求めます。課長 

○中村総務課長 おはようございます。それではよろしくお願いしたいと思います。今まで

も町議会議員、町長選挙につきましては公費負担なかったわけですが、公職選挙法の一部改

正によりまして、選挙運動用の車ですとか、選挙用のポスターにつきまして公費負担するこ

とができるようになりました。その条例でございますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。細部につきまして小田切係長の方から説明させますのでよろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
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○小田切総務係長 それでは私の方から議案第 2 号について説明をさせていただきます。

お手元の議案のをご覧ください。まず第 1 条ですが、第 1 条では趣旨といたしまして自動

車ですとか、ビラ、ポスターの公費負担についてその目的等を定めてございます。続きまし

て第 2 条から 5 条なんですけれど、この三つの条で選挙運動用の自動車の公費負担につい

て記載してございます。続きまして第 6 条から第 8 条まででビラの公費負担について、ま

た 9条から第 11条まででポスターについての細かい点について記載してございます。説明

資料といたしまして 5 ページをご覧ください。こちらの方がわかりやすいかと思いますの

で、こちらの方で説明させていただきます。まず、選挙運動用自動車ですが、こちら 1候補

者、2台使ったりもできるんですけれど、公費負担する分については 1台分になってますの

でご承知おきください。まず、大きく分けまして二つの方式があります。簡単に言いまして

ハイヤー方式というのがですね、車も運転手もガソリンも契約によってそこからお願いし

てっていうことになります。その場合は 1 日当たりそちらにありますよう 6 万 4,500 円が

1日当たりの上限額になります。町議会議員選挙のことを例に出すんですが、告示日から投

票日の前日までの 5日間になります。なので×5をしていただければ大体その選挙で公費負

担する金額となります。でハイヤー方式とは別にですね、自動車を例えば知人とかでもいい

んですけど、どうしても契約は必要になるんですが、借り上げた場合の上限が 1 万 5,800

円。燃料代としては実費、基本的には実費になりますので、これを下回った場合は実費分な

んですが 7,560 円分が上限です。運転手代につきましても 1 万 2,500 円が 1 日当たりの上

限でございます。こちらの金額に関しましては国の方の提示された金額、国も県も同額なん

ですけれど、その上限額と同じ金額を町でも設定してございます。続きまして、ビラになり

ます。ビラにつきましては今まで町長選については 5,000 万枚までで公費負担しますよと

いうのがあったんです。5,000枚ですね、すみません。町議選におきましても上限、ちょっ

と枚数が異なるんですが 1,600 枚までは公費で見ますよということでございます。なので

2,000 枚とか、5,000 枚とか、オーバーした分についてはみないんですけど、1,600 枚まで

はみます。上限ですが 7円 51銭が 1枚当たりの単価となっております。ご承知かと思いま

すが、ビラについてはですね、新聞折り込みか、事務所内掲示か、個人演説会での配付、ま

た街頭演説の場所における配布しか認められておりませんので、ポスティングとか、そうい

うものには認められておりませんので、この条例には書いてございませんけれど、そういう

決まりがありますのでご承知おきください。続きましてポスターでございます。ポスター町

議選も町長選も同じなんですけれど、上限額が 525 円 6 銭 1 枚当たりですね。に 8 万円の

定額費が足されていきます。計算的には結構複雑でして、掲示上分の枚数が大体補助される

というふうにお考えいただければと思います。一応ですね、この 8 万円についてなんです

けれど、初日のときに質問も出て、確か寺平議員さんの方から質問も出ておりましたけれど

も、国の方はですね、31万 500円としてございます。こちらについてちょっと長野県でも

非常に高くてですね、厳しいんじゃないか、県はこの金額なんですけれど、長野県中の市が

ですね、当時導入したときに話し合いをして基本的に市の中で 8 万円でいきましょうとい
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う話し合いが行われたそうです。うちはそれを聞きまして 8 万円ということに設定させて

いただいております。近隣の市町村の状況を見ましても妥当かなというところで判断して 8

万円とさせていただいておりますので、よろしくお願いいたします。これら三つですね、自

動車とビラとポスターを大体上限額まで公費負担いたしますと、1 人当たり大体 34 万円ほ

どになります。これが当選者だけじゃなく、例え落ちたとしても法定得票数か、を取れば公

費負担になりますので、大体×16人とか 15人分っていうと、500万円を超えるお金が次回

の選挙から町の方で負担をすることになっていくかなと思います。一応町長選が令和 4 年

の 11月、また町議選が令和 5年の 4月に予定されておりますので、それに先んじてこうい

った条例を制定したんですけれど、この条例制定に伴いまして今後ですね、いろんな様式を

また選挙管理委員会の規定等でつくっていて、その様式に従って、こちらの方の事務を進め

ていくことになりますので、またよろしくお願いいたします。説明は以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりましたので、質疑に入り

ます。質疑のある方は挙手をお願いいたします。中澤委員 

○１０番 中澤委員 金額については国の規程に順じていると。プラス 8 万円はどこに準

じてるって言ってました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 一番は国や県と一緒にすれば一番いいんでしょうけれども、それを計

算してみますとものすごい、簡単に言いますと負担額が、市町村の負担額が大きいというこ

とで、他の市町村ですとか、伊那市とか、市とかの情報を得まして、伊那市さんの方に聞い

たところですね、当時先ほど言いましたけど、市の方で話し合いをしたときにさすがに 30

万円は厳しいので 8 万円ぐらいが妥当じゃないかという話し合いをなされて、当時全部の

県内の全部の市が 8 万円というふうにしたのを受けて、その金額が当町としても妥当じゃ

ないかということで、こういう設定をしてございます。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 っていうことは全国津々浦々ばらばらっていうことだよね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 こちら公職選挙法にも書かれているんですけれど、各自治体が条例で

定めれば公費負担ができるというふうになっておりますので、本当に財政が厳しいところ

はですね、こういった条例も定めないですしっていうところなんですけれど、一応公職選挙

法の改正の意図を汲みまして、うちの町ではいろんな方に立候補していただきたいという

本来の思いもありますので、そういったものを加味して条例として提案するものです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 すみません、私寺平議員さんの質問を余り聞いてなかったのかもしれ

ないんですけど、この 8万円ってそもそも何なんですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 国の方で示されたその 31万何がしっていうのも、細かい規定はありま
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せん。恐らくですけれど、私が解釈するのにただポスターを印刷するだけではなく、デザイ

ン料ですとか、そのスタジオに行って撮るお金とか、印刷とは別にお金何かしかのかかる、

その経費分かなというふうには解しております。以上です。なので、やり方によって全然都

会みたいにいってものすごい何か有名な人とかがやれば 1 日このぐらいはもしかしたらか

かるのかなと解してますけど、ちょっとこのところで大きく差があるので、そこはぎゅっと

絞らさせていただきました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。金澤委員 

○９番 金澤委員 上限額の範囲で最終的によしとされて報告するわけですよね。そうで

すよね。そうすると燃料代というとこが仮に電気自動車の場合にどういう報告すればいい

んですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 すみません、想定外のご質問で、そこまではあれなんですけど、ポスタ

ーですとかビラはここの業者さんと契約しますよというふうに届け出ていただいて、町か

ら直接支払いになります、その分について。ですが、自動車のところに関しましては一応書

類はもらうんですけれど、全部多分し終わったあとに、要は候補者の方のところに払うよう

になりますので、そこで何かしらの根拠の書類を付けていていただけば、払うこともできる

のかなと思っておりますけれども、どうすれば 5 日間の電気のやつが出るのかっていうの

はちょっと今のところ良い案が思い浮かばないので、今の規定のままいくと多分ガソリン

代しかいけないのかなと思いますけれど、その 5 日間分のやつっていうことがちゃんと証

明できれば、何かしからの公費負担はできるかなとは思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員 

○９番 金澤委員 これ実際にそういう形が今すぐにはないけど、多分何年か先には絶対

出てくるはずなんだよね。だからそこは今の内に明確な何かアウトライン作っておかない

と、現実に今私が電気自動車使ってやろうとすれば家の家庭の 200Vから取るんで、車の充

電にどれだけ電気料使ったかってわからないし、ディーラー行けば無料でできるんですよ、

今現在は。だからそういうことも想定しとかないと近々にそういうことは出てくると思う。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 わかりました。いろんなデータを集めたりですね、どういうふうにすれ

ば根拠となるものがご提出いただけるのかというのも調べまして、また改正の方も含めて

提案させていただきたいと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。じゃあ自分の方から一つお願いします。この運

転手代で 1万 2,500円、1日当たり掛かるということのようですけども、これ通常自分の選

挙やってきたんですけれども、親戚の衆に運転頼んでやったりとかっていったときに敢え

て 1 万 2,500 円を払います。っていうことにして払うという。今までは要はお手伝いとい

うことでしてもらってたんだけど、それを敢えて要はこれだけ払えるんだったら払います

っていうことにも使えるっていうことですか。係長 
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○小田切総務係長 町としても払う場合にその方との契約というか、写しをいただくこと

になりますので、例え友人ですとか、ご親族の方にお願いしてもお金の授受が発生する場合

は簡単で結構だと思いますので、契約行為をしていただいて、この 1万 2,500円に捉われ、

ここは上限ですので、1万 5,000円でももっと上でもよろしいのかと思いますけれども、そ

れについては契約行為さえあれば、払うことはできるかと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではございませんようですので、これで質疑を

終了いたします。それでは討論に入ります。討論のある方。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 2 号 箕輪町議会議員及び箕輪町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例

制定について、原案どおり決することにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、決定することといたします。本会議

でその旨報告いたします。 

続きまして、議案第 9 号 令和 2年度箕輪町一般会計補正予算(第 10号)について細部説

明を求めます。課長 

○中村総務課長 それでは補正予算(第 10 号)につきましてよろしくお願いしたいと思いま

す。総務に係わる部分歳入が何点かと歳出 2款、9款、またあと人件費ありますので、それ

ぞれ説明させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○根橋 ICT 推進係長 ではまず歳入の方から説明いたします。お手元の資料議案第 9 号の

補正予算書の 14ページをお開きください。こちらの 14ページ、16款の国庫支出金でござ

います。こちらの 2 項の 2 目 総務費国庫補助金でございますけれども、こちらが全体で

は 7,920万 1,000円の増になってございます。こちらの中の説明の方、まず 20となります

が、こちらが社会保障税番号制度システム整備費補助金ということで 413 万 6,000 円の補

正をお願いするものでございます。こちらは総務省の方から令和 2 年度の社会保障税番号

制度、いわゆるマイナンバー制度になりますけれども、こちらの方のシステム整備費の補助

金といたしまして、通知を受けまして補正をお願いさせていただくものでございます。同じ

ページの引き続き、説明としては 33となっておりますけれども、マイナポイント事業費の

補助金、こちらにつきまして 56万 6,000円の補正をお願いするものでございます。こちら

は既に始まって、今年の 9 月からマイナポイントの政策、国の方での消費活性化策として

始まっておりますけれども、こちらの事業を支援推進する地方公共団体等に対しましての

補助となっております。現在 1 階の総合窓口の方にですね、で住民の方のマイナポイント

の予約ですとか、申し込みの支援、既に実施しておりますけれども、こちらにつきまして 1
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月からですけれども、1名増をしたいと考えておりますので、そちらの方に対する人件費の

方から補助金額の方を算出いたしましてその補助額を計上しているものとなります。以上

です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 続きまして 17 ページをお開きください。22 款の諸収入の雑入になり

ます。雑入の 12 の雑入 2 のところにですね、0201 一般管理費といたしまして可搬型給電

器購入補助金 21 万 6,000 円、またその 1 個空いた下にですね、0239 企画事業費 675 万円

ということで、地域総合活性化事業交付金返戻金というところがございますが、こちらにつ

いては歳入の方の説明時に細かく説明いたしますので、よろしくお願いいたします。歳出で

す。すみません。引き続いて歳出の方に移らせていただきます。20 ページをお開きくださ

い。人件費につきましては後で人事係長というか、補佐の方から一括して説明させていただ

きますので、20 ページの 0201の一般管理費の補正の方からお願いいたします。10 の需用

費の消耗品でございます。こちらテレホンスタンドといたしまして 27万 9,000円の補正で

ございます。テレホンスタンド、簡単に言いますと、電話機を 2人で供用するのでその電話

を回すための台になります。50 台を予定しております。今年度電話の大きな大規模入替工

事を行いまして、現在 50台を上回るコードレス電話を使っておりますので、コードレス電

話ですね、使っているんですけれど、混線ですとか、そういったものが多かったり、不通に

なってしまうということで、コードレス電話の方を基本的には廃止をして全部有線の本当

に昔の型の電話になりますので、今までのように、例えば子機が 1人にあって、こっちに親

機があるっていうそういうことができなくなりますので、有線になりますので、その有線電

話をテレホンスタンド台を活用して使っていきたいと思っております。続きまして、その下

の 17の備品購入費です。可搬型給電器です。こちら今年度電気自動車のリーフを購入する

予定なんですけれど、このリーフから災害時ですとかに電気をリーフからもらってそれを

他のところへ供給するときに必要になるものでございます。1.5kw の 3 口の可搬型給電器

でして、車にも詰める大きさのものになっております。こちらにつきましては受注生産とい

うことで 71万 5,000円、定価のままなんですけれど、こちらに対しまして一般社団法人の

次世代自動車振興センターの方から先ほどありました歳入でありまして、補助金21万6,000

円が補助される見込みですので、実質的には 50万ちょっとぐらいで買えるのかなというふ

うに見込んでございます。続きまして、その下 0212の交流推進費でございます。外国人生

活相談員現在お 2 人いるんですけれど、1 人分につきまして 7 月から半年間ということで

とってございましたが、まだコロナの終息が見込めないということで、今年度 3 月まで雇

用したいということで、それに伴います報酬の増でございます。その下の共済費及び費用弁

償の方につきましても、3月まで雇用するための費用になっておりますので、よろしくお願

いいたします。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○根橋 ICT 推進係長 それでは引き続きになりますがそのページの下、2 目の文書広報費
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の 0222 マイナポイント事業費となります。こちらが補正額が 56 万 7,000 円の増額となっ

ておりまして、財源の内訳は先ほどお示しした国県の支出金が 56万 6,000円、またその他

といたしまして 17ページの方になりますけれども、雑収入の方の雇用保険料の本人負担分、

こちらの方が 1,000円という形となっております。ではまた 20ページの方に戻ります。こ

ちらの 20ページの 56万 7,000円の内訳ですけれども、まず報酬、1節の報酬で 3節、3の

3 細節の非常勤職員報酬といたしまして 47 万 5,000 円の増額、こちらは先ほど申し上げま

した 1月から 1名増とする部分の会計年度任用職員に対する報酬となっております。また、

4節の共済費、こちらにつきましてはその 1名増に対する社会保険料の増とあと雇用保険料

の増ということで、合計いたしまして 7万 9,000円。また、8節の旅費といたしまして、雇

用される会計年度任用職員さんの通勤手当といたしまして 1 万 3,000 円ということで増額

を見込んでおります。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 続きまして 22 ページをご覧ください。中ほどにあります 0239 企画事

業費の中の 18 の負担金、補助及び交付金の中の 03 の交付金、地域総合活性化事業交付金

増ということで 675 万円の補正をお願いするものです。こちらですが簡単に言いますと、

財産区の供託金に係わるものでございます。一応今年の 2月にはですね、5財産区、全部で

5 財産区の議員さんの方の改選が行われるということで、その 15 万円かける議員さんの数

ということで計算してございます。同額を実際には供託してまた戻ってくる予定で、それを

さらに町の方へ戻し入れてもらうということで、先ほど歳入にありました 675 万円を同額

を歳入として見込んでいるものでございます。0239については以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○三澤セーフコミュニティ推進室係長 同じく 22 ページの 0241 の交通安全対策費をお願

いします。需用費の 06修繕料でございますが、防犯外灯と交通安全施設等の修繕料という

ことで 120 万円の増額に対する補正予算でございます。こちらに関しましては防犯外灯、

今年度梅雨時期に落雷被害といいますか、強い電圧がかかったということで故障の箇所が

増えまして、それに対する修繕対策を事前にかなりの数行いましたので、今後も修繕防犯外

灯見込まれるケースがありますので、こちらと不具合のある道路反射鏡、カーブミラーにつ

いての修繕費ということで今回計上させていただいております。続きまして 9 款になりま

すが、37 ページをお願いします。0921 の消防施設建設事業費でございますが、こちら 18

の負担金になります。189万円の増額の補正でございます。こちら消火栓の移設に伴う水道

事業会計への負担金の支出ということで計上させていただいております。こちらに関しま

しては現在建築中の建設中の木下保育園の消火栓の設置ということで 1 カ所とそれから町

道 352号線、JAに向かっていくセンターパークのところの道路拡幅ということで建設課の

方で事業計画行っておりますので、そちらに対して消火栓 1 基を移設する費用ということ

で、負担金の 2カ所を計上している内容でございます。続きまして、同じページの 0931防

災行政無線管理費をお願いします。こちら 12の委託料ですが 236万 1,000円の増額という
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ことでございます。こちらは防災行政無線の同報系屋外スピーカーになりますけれども、こ

ちら今年度までに全部で 72 カ所あるんですが、17 カ所既にバッテリーの取替を終了して

おりまして、残る 55カ所分を一度に今回対応させていただきたいと思いまして、計上させ

ていただいております。当初予算で 17カ所分までを完了するように見込んで対応しており

ましたが、以降不具合がある箇所が既に 2 カ所ほど出ておりまして、今後もちょっと心配

な点があるため、一度に対応させていただきたいと思いまして、今回計上させていただいて

おります。説明は以上です。 

○鈴木人事係長 それでは人件費につきまして説明させていただきますので、45 ページを

ご覧いただきたいと思います。こちら給与費明細書の説明をさせていただきます。今回の補

正の主な要因といたしましては人事異動等に対応する部分、また人事院勧告を踏まえた期

末手当の支給月数を 0.05月減したものが主な要因となっております。まず最初に 1の特別

職でございますが、こちら議員の皆さん、また理事者の報酬でございます。こちら期末手当

につきまして補正前 3.40 月だったものを 0.05 月減いたしまして 3.35 月にしたものでござ

います。それに伴いまして、理事者につきましては 10万 5,000円の減、議員の皆様におか

れましては 26万 1,000円の減、またその他の特別職といたしまして教育長分が 4万円の減

というものでございます。合計 40万 6,000円の減でございます。おめくりいただきまして

46ページをご覧いただきたいと思います。46ページ以降につきましては、一般職の給与費

明細書となっておりますので、よろしくお願いいたします。まず(1)の総括でございますが、

こちら給料、また職員手当のうち扶養手当、住居手当、通勤手当、勤勉手当、寒冷地手当、

児童手当でございますが、こちらは支給対象者の変動等によります増減となっております

ので、よろしくお願いいたします。職員手当の内訳のうちの期末手当につきましては人勧の

0.05月減の分でございます。313万 1,000円の減でございます。続きまして 47ページをご

覧いただきたいと思います。こちら(3)給料及び職員手当の状況でございます。こちらで令

和 2年 4月 1日現在と令和 2年 11月 1日現在を比べておりますので、よろしくお願いいた

します。こちら変更の部分だけ説明をさせていただきます。こちらウの級別職員数でござい

ます。こちら令和 2 年 4月 1日現在は 4 級が 46人でしたが、令和 2 年 11月 1日現在は 1

人増の 47 人となっております。また、5 級でございますが令和 2 年 4 月 1 日現在は 11 人

だったものが令和 2 年 11 月 1 日現在は 10 人ということで、人事異動等に伴います変更で

ございますので、よろしくお願いいたします。続きまして 48ページをご覧いただきたいと

思います。48 ページのオ期末手当・勤勉手当でございます。こちら人事院勧告に伴いまし

て支給月数を変更してございますので、補正前が 12 月が 2.25 月だったものを補正後 2.20

月に変更したものでございます。支給率合計といたしましては 4.45 月となりますので、よ

ろしくお願いいたします。なお、特別会計につきましては国民健康保険、また後期高齢者医

療、介護保険水道事業が人勧及び職員異動等に伴いまして、補正の方お願いしておりますの

で、よろしくお願いいたします。以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりましたので、質疑に入り
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ます。質疑のある方は挙手をお願いいたします。金澤委員 

○９番 金澤委員 先ほどの給電器 1 台ですよね。そうすると結構パワーの大きい部類の

方になるはずなんだけど、これは今年の 3 月のときの議会のときに、当時今の住民課長の

川合さんが係長の時に私指摘してると思うんだけど、あのときにリーフのリース代が計上

されましたよね。その時に給電器がなければ使えないからって話をして、その後こういうこ

とで入れてくれたと思うんだけど、前から言ってるように給電器があってリーフが 1 台あ

ってもそのリーフから全部電気を使いきっちゃえばすぐ使えないんだよね。だから再々言

っているように町内にいる電気自動車を持ってる人たちと災害協定なりを結んで、いざと

いうときに来てもらうというのを色んな自治体で今やってますよね。下諏訪か、下諏訪なん

かも協定組んでるんで、町内に電気自動車持っているリストっていうのはディーラー行け

ばもらえるんですよ。中古で買った人は分からないけどね。だから、少なくとも町内にいる

人たちに災害のときに電気を供給してくれるかどうかってのをしといた方がいいですよ。

せっかく給電器持ってるんだから。給電器持ってても、今言ったように自分のとこの役場の

リーフが 1 台全部電気使い切っちゃえば次の車が来ないと使えないわけだから、それを是

非やってください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 前回の委員会の際にも金澤議員さんの方からご指摘あった件だと思い

ますので、検討してまいりたいと思います。それとは別にですね、日産、例えば今度買うの

が日産のリーフなんですけれど、日産の車の方からもですね、町と協定を結んで本当に一応

有事の災害時には日産の方から車を、車両を何台か出していただけるっていうような、そう

いった協定も今週会う予定ですので、それから徐々に進めていきたいなと思ってます。住民

の皆様と直接お願いするってのはある程度業者さんとやってからになるかなと思いますけ

れど、将来的には必ずやっていきたいと思ってますので、よろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 

○１０番 中澤委員 46 ページの職員給与、賞与、手当、期末手当っていうとこの、ここ

の要するに人事院勧告によって減額になる数字というのはどこを見れば了解できるのか、

ちょっともう一度説明していただけますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○鈴木人事係長 人事院勧告に伴います支給月数の0.05月減の分につきましては(1)総括の

2 段目の表の職員手当の内訳の期末手当の 313 万 1,000 円、三角ついてますがそこの部分

になります。 

○１０番 中澤委員 上の職員手当ってのは関係ないの。 

○鈴木人事係長 上の職員手当はすみません、職員手当の内訳をすべて足したものが上に

いってますので。 

○１０番 中澤委員 要は 334万 7,000円っていう金額になるっていうことね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
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○鈴木人事係長 そうですね。職員手当の総額は 334万 7,000円の減になります。 

○１０番 中澤委員 じゃあ 334万 7,000円減が人事院勧告による減額（聴取不能） 

○鈴木人事係長 の内の 313万 1,000円が人事院勧告に伴います減になります。 

○１０番 中澤委員 なるほど。わかりました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。青木委員 

○３番 青木委員 14 ページのですね、交付金のところですが、先ほど説明あった社会保

障税番号制度システム整備補助金ということでマイナンバーシステムのというご説明でし

たけれども、この税番号制度システム整備、この税番号制度システムっていう項目がついて

るんですけど、これはどういう意味になるんですかね。マイナンバーと関連性あるんですか、

税番号っていうのは。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○根橋 ICT 推進係長 社会保障ですとか、税の仕組みに対して番号制度を使うシステムっ

ていうのをいわゆるマイナンバーシステム、マイナンバー制度と読みかえるということで

すね。読みかえるというか、マイナンバーってですね、社会保障ですとか、防災とか決まっ

たものにしか使えないという仕組み、この補助金がそちらに対する仕組みの方ですね。下に

出てくるマイナポイントというのはマイナンバーカードの中の ICチップのところに皆さん

がマイナンバーカードを持って使ってますよというような情報が入っています。それを民

間のサービスとかそういったものに利用できますよという法なので、この社会保障税番号

制度システムというのは本当のガチガチの社会保障の仕組みですとか、税に関する仕組み

とか、防災に関する仕組みとか、その決められたものしか、を使って主に地方公共団体です

とか、年金とか、そういったところでのそれぞれの金額の関係とか、転入転出のやりとりと

かは使ってますけれども、社会保障税番号制度システムというのがこの制度のことがいわ

ゆるマイナンバー制度というものになります。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○中村総務課長 正式名称がこの名前なんです。それだけのことです。 

○３番 青木委員 今までやってた新しい税番号制度システムが何かここでシステム的に

新しいのができるとかそういう意味ではなくって、交付金の名前がそういう交付、名前がそ

ういうことだということだね。マイナンバーをこれから整備するんだけれど、それがこうい

う位置づけの交付金であるという考え方でいいのかな。考え方としては。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○根橋 ICT 推進係長 既にその整備されてるものなんですけれども、その整備されている

中で今回はですね、マイナンバーの社会保障税番号制度の方の法律の関係で今年になって

から国外転出者のマイナンバーカードの利用というものが法整備化されたので、そうする

と今までのシステムにはできなくなるので、今度国外転出者によるマイナンバーカードの

利用にかかるようなシステム整備費に対しての今回はこのシステム整備費の補助金という

ものになってます。以上です。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 関連して今実は聞こうと思っていたことをお話していただいたんで助

かったんですけども、その 20番のこのシステム整備補助金っていうのが今のお話あったと

思うんですけど県議会で保険証との整合性をもうセットにするっていう補助金も今審議さ

れてるらしいんですけども、その辺は今回の中に入ってないというふうに見てよろしいで

すか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○根橋 ICT 推進係長 そうですね。今回のものは先ほど言った国外転出者の関係のものに

なるので、保険証の関係のシステム整備費ではないです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 

○１０番 中澤委員 議会のときに質問して回答いただいた内容をもう一回確認したいん

ですけども、46と 47の人事院勧告の問題で、要するに議会議員の報酬減になる分と、要す

るに一般職の報酬減になる部分の交付金関係っていうのは国からは減額されるんですかっ

ていう。何かペナルティがこれを拒否すると、ペナルティが起きるんですかっていう質問で

すけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○中村総務課長 交付税については教育振興のところで財政の方に聞いていただければと

思いますが、企画振興課長の答弁の中ではそういうものはないということでしたので、そう

いうふうに認識しています。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 指名をされたら番号ないし名前を述べてから発言を

お願いいたします。他に。議長 

○中澤議長 財産区議会議員選挙の 675 万円こうとってあるんですが、こういうやり方を

するということ自体は上級官庁の見解というか、少なくも何て言うのかな、お墨付きという

か、そういうものは得ているんでしょうか。まず 1点目。だから供託金自体が候補者本人も

しくは推薦届けする場合は推進者が出すということになってますよね。はっきり言って裏

をかいたような言い方している訳なんだけれど、これって目をつぶってくれるとか、なんか

そういうお墨付きという言い方おかしいけれども、やりとりをしてあるんですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 先日議員の皆様が県の上伊那地方事務所からお越しいただいて勉強会、

私も参加させていただいたんですけれど、あの時に議員さんの方から質問等があったかと

思います。その質問に対する回答として県の方からいただいている部分もあります。簡単に

言いますとですね、候補者の方がどのようにお金を用立ているかなんていうのは、選挙管理

委員会から見たら分からないことなんですね。ぶっちゃけて言いますと。町が直接その候補

者にお金をとかって言ったらもちろん違法、完全なるアウトだとは思います。間に区を一応

は入れておりますので、何かの法律に引っかかるとかっていうことはないというふうに認

識しております。県の方にもですね、一応はそういうことを考えているということは言って
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おりますけど、県に聞きますと、明確な回答は出してくれないんですよね、立場があります

ので。こちらのことも理解していただいて実際の厳しい状況も理解していただいているの

で、文章とかで回答ということはありませんけれども、そういう方法もありますよねという

ことでは聞いております。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 

○中澤議長 そうするとね、これ 675 万ってとにかく大きなお金ですよね。これを区に貸

し出す。町から見れば区に貸し出すということですよね。そのときにこの予算でいけば 670

万はそっくり返ってくるという予算をつくっているわけです。そうすると 675 万貸し出す

というか、予算上は支出するわけですので、支出するときには町と区の間の契約等はどうな

るわけでしょうか。ちゃんと返してくれというところまで契約するんですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 このお金につきましてはですね、従来ありました地域総合活性化事業

交付金というのがございまして、その様式等にのっとって申請をしていただいて、一旦はそ

れに基づいてやることになりますけれども、それと同時にですね、戻し入れていただく手続

きを行いまして、基本的には 3 月の年度末までには戻して入れていただくようなことでお

願いをする予定でございます。またもう 1点つけ加えさせていただきます。予算上は一応 5

財産区が改選になりますので目一杯とってありますけれど、実際は区の財政力によってで

すね、必ずしもこの制度を活用するというわけではなさそうですので、その辺のところも上

手にやっていきたいと思っております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 

○中澤議長 そのね、そういう約束になってますっていうのは、約束してお貸ししますって

いうのは、今口頭では分かりましたけれども、私が聞きたいのはちゃんと書面なり何なりを

口約束でやるんですか、それ。そこんとこを聞きたいんですけど。 

○小田切総務係長 書面でいただくようにいたします。 

○中澤議長 それともう一つ聞きたいんだけれども、今度は区から実際に立候補される方

に貸し出すっていうことになりますよね。そのときに過去に見てるとね、善意の契約をして

いる限りは問題はおきないんでしょうけれども、そうは言っても区の会計でも不祥事って

起きてるんですよね。だから、例えば立候補した人が本当にお金に困ってる人でもらったは

いいけど使っちゃって返せないよっていうような事態が起きないとも限らないんですよね。

そういうことについてはどんなふうにお考えになっているでしょうか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 実際の供託金の納付事務につきましてはご本人ではなくてもですね、

例えば区の事務員さんですとか、そういった方が代行してやることも可能だって聞いてお

りますので、できるだけそういう方法をとっていただきますようにお願いいたします。もち

ろんそういう可能性もあるということも区の方にはお願いをして説明していくしかないか

なとは思っております。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。金澤委員 

○９番 金澤委員 今の議長の話のもちろん続きなんですけど、今の形って間違いなく町

がこの責任というかを区へもう押しつけてる形になっているよね。今言ったように、例えば

区の事務員が供託金を出すって形が今とれるという話をしたけれど、それ私この間の勉強

会のときに本人あるいは推薦人が供託金納めるようになっているでしょう。そうすると 1人

の推薦人が複数の候補者を推薦できるということになるね、今の理屈は。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 もちろん、ちょっと確認していないんですけれど、1人の方が何人もっ

ていうことは多分厳しいかなと思うんですけれど、納付をする事務上、例えば伊那の確か八

十二銀行に行って法務局からもらってきたやつを持ってこうと、お金を実際に納入するん

ですけれど、そういったものは別にご本人様や推薦人でなくてもできますので、そういう意

味で先ほどの答えでございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員 

○９番 金澤委員 この問題ね、ずっと私前からやってるんだけど、当然区も決算報告の時

にこの 1人あたり 15万円のかける人数分のお金の出入りを説明しなきゃいけないわけです

よね。それが財産区議会議員の選挙に出るための供託金ですっていう話をしたときに普通

の区民がすぐ納得するということも想定してそういう形とっているわけですかね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 もちろん本来の趣旨でいけば財産区議会議員の議員に立候補された方

がご自分で用立てるのが本来だとは思うんですけれど、法律の方も急になりまして、余りこ

の財産区議会議員選挙には適さないやつを供託金制度についても一緒に導入されてしまう

ということですので、その辺も説明をして理解を得ていただくしかないかなというふうに

は思っております。個人で、いきなり 15万円を用立てろというのはやはり自分がもしそう

いう立場になったらやっぱり厳しいかなと。それで区からもし一時的にでもやりとりをし

ていただけるなら、候補者にとっては大変あり難いことかなと思いますので、ご理解の方を

お願いしていきたいと思っております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。議長 

○中澤議長 何て言ったらいいのかな、今例えばその金利なんてそんなに高くないんだよ

ね。10 日間一時借り入れしたってしれた金利なんだよね。そういうことを考えるとね、そ

の皆さんはいわゆる公の人たちが何て言うのかな、こういう方法しか考えられないのかな

とちょっと私は疑問に思うんだけどね。その額が困っている、そのことはわかるんだけれど

も、要するに役場のお金を使ってやるってのと、じゃあ区でもって八十二から一時借入して

やる、これだって一つの方法なんですよね。そのときにそのこれがね、金利がべらぼうに高

いようなときなら別だけれども、今みたいな 0.00％っていうようなときにね、そういう方

法もありますよっていうような指導があってもよかったんじゃないのかなっていう気がす

るんですけど、そこらは検討されませんでした。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 そちらについても当初は考えたんですけれども、なかなか地元の簡単

に言いますと、財産区のこういった事務とか、立候補とか、選挙とか、そういったもの各区

にとっては大変重荷になっている状況で、さらに今議長さんが言われたようにいろんな手

続きをしていただくってのはちょっと余りにも申し訳ないということで、今回は町の方で

こういった形をとらさせていただいて、全部が活用するとは限りませんので、本当に厳しい

ところのみになろうかと思いますけれど、少しでも負担を減らしたいという意味合いから

このような格好をとっておりますので、よろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。青木委員 

○３番 青木委員 今の関連ですけれど、実態を考えますとね、私はこう思うんですけれど、

町から今言うように 1人 15万ずつ、これは一旦区が預かるという形でね、私はそういう性

格のものではないかな、今報告を聞いててね、それに近い性格かなと思って。実際はそのお

金が財産区の、例えば候補者に具体的にお金が回る、あるいは活用していただく。こういう

ケースは私は今までの実例を考えるとないと思うんですよ。そうすると、あり得ない話しや

っちゃいけないけれど、この性質のお金というのは区が一般会計で預かっておきますよ、町

からそういうことで予算化して区へくる。それは一般会計が具体的に現状見ると支出をし

て活用していただくという性格のものではないのかなと。だからざっくり考えると、区で一

旦お預かりします。選挙が終われば活用なかったんだけれど町へお返ししますという、そう

いう性格のものかなあと、お聞きしてね。それで町もそういうことで予算化したのかなと。

だから区が財産区で手を挙げた人、そうですか。これから選挙が行われます。それじゃあ 15

万円お貸しします。それはケースとしては考えられるんだけれども、そこを中澤さんは今言

ったと思うんだけど、あり得ない話しちゃいけないんだけど、私はそのお金は使われること、

活用されることがないお金じゃないかなと、こう考えます。そうすると、そんなに問題はな

いのかなということを感じるわけですけれどね。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 これ区長会からの要望的なことが強くて町でこの考え方をしたという

ふうに私は理解をしてたんですけど、その辺のとこは区長会からの要望的なことじゃなく

て、町が単独で考えたことではないと思うんですけど、その辺どうなんでしょう。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小田切総務係長 町では連絡事務嘱託員委員長会ですとか、区長会などでこの制度が財

産区議会議員にも供託金制度が導入されますよということで 8 月からずっとなるべく早く

と思いまして情報提供してきました。お話をしたところ、最初はこの制度の説明だったんで

すけど、その内やっぱりお金に関しまして、大変厳しいというお話を聞きまして、何とかな

らんか、町で要は何とかできるような方策考えていただけないかというお話もありまして、

中にはですね、じゃあ財産区議会選挙をやらなきゃいいんじゃないかと、誰も立候補せずに

というそういうお話までいただいたので、これはちょっといけないなということで、2カ月
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程度時間をいただきまして、こういう方策を取れば何とかなるかなということで今回補正

をお願いするものですので、よろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 そうすればね、区長の皆さんも各区でそれだけの責任を持てるってこ

とだと私は思いますので、それなら結構じゃないかと私は思いますので、お願いします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。ございませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは、質疑を終了いたします。討論に入ります。

討論のある方。中澤委員 

○１０番 中澤委員 45 ページと 46 ページの人事院勧告の基づいている報酬減額に対し

て反対という立場で討論。いいですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございますか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは討論なしと認め打ち切ります。採決をいた

します。議案第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10号)について、原案どおり

決定する方の挙手を求めます。  

【賛成者 挙手】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ありがとうございました。多数でありますので議案

第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10 号)は原案どおり決することといたしま

す。可決することといたします。その旨を本会議で報告をいたします。 

【総務課 終了】 

③企画振興課・みのわの魅力発信室 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは企画振興課・みのわの魅力発信室の審査を

始めます。 

それでは、議案第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10 号)についての細部説

明を求めます。課長 

○毛利企画振興課長 それでは議案第 9 号の令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10 号)

の企画振興課に係る部分につきまして、ご説明を申し上げます。それぞれ細部につきまして

は担当の係長から説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○藤澤財政係長 それではまず 6 ページご覧ください。第 2 表 繰越明許費となります。

今回 3件追加を行うものになります。1点目になりますが関係人口創出施設整備ということ

で旧東部診療所を改修し、関係人口創出施設整備を行うものになります。こちらにつきまし

ては 9,864万円。また、2番、3番にはなりますけども、各小学校、中学校の特別教室等へ

の空調設備の設置工事となります。3件合計で 2億 2,317万 8,000円を繰り越すものとなり

ます。続きまして 7 ページご覧ください。第 3 表 債務負担行為になります。今回 2 件に
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ついて設定をさせていただくものになりますけども、1件目は箕輪町農産物直売所指定管理

料となります。期間につきましては 3 年間、限度額につましては 1,006 万 5,000 円となり

ます。2 件目になりますが箕輪町都市農村交流促進施設指定管理料、同じく期間は 3 年間、

限度額につきましては 131 万 4,000 円。合計 2 件 1,137 万 9,000 円の限度額を設定するも

のとなります。続きまして 8 ページご覧ください。第 4 表 地方債の補正となります。追

加につきましてまず 1 点になりますが、地域活性化事業債、こちらにつきましては旧東部

診療所の改修事業に伴う起債となります。限度額につきましては 3,050万。また変更につき

まして 2件ございます。1件目が学校教育施設等整備事業債、こちらにつきましては小中学

校の特別教室等の空調設置工事に伴う起債となりまして限度額を 7,400万引き上げまして、

1億 1,260万円に変更を行うものになります。もう 1件につきましては体育施設整備事業債

であります。社会体育館のつり天井等の耐震改修の工事の増額に伴いまして、限度額を 440

万増加させ、1 億 6,320万円に変更を行うものになります。続きまして 12ページをご覧く

ださい。歳入の内訳になります。まず 12款になりますが、特別交付税になります。今年度

の見込み額を 1億円見込み計上を行いました。続きまして 14ページになります。国庫支出

金になりますけれども、地方創生臨時交付金になります。歳入額が 7,449 万 9,000 円であ

ります。こちらにつきましては予算書の補足資料ございますが、その 7 ページにどの事業

に充当したか資料を載せておりますけども、7事業をそれぞれ充当してございます。 

○小笠原まちづくり政策係長 続きまして、17ページをお願いをいたします。17ページの

諸収入になりますけれども、節としましては 20の雑入になります。雑入の 2ですけれども、

まず 0239 企画事業費としましてコミュニティ助成事業補助金増が 190 万円となっていま

す。こちらにつきましては宝くじの助成金、補正での増額分になります。また、続いて企画

事業費として 675 万円、地域総合活性化事業交付金返戻金ございますけれども、こちらに

ついては財産区議会議員選挙に係るものとして総務課の方で説明があったかと思いますの

で、省略させていただきます。 

○那須みのわの魅力発信室広報・交流推進係長 18ページをご覧ください。23款 町債の

関係でございますが、一番上に総務費一般単独事業債ということで地域活性化事業債でご

ざいますが、こちらは旧東部診療所の改修に伴う起債となっております。歳入につきまして

は以上でございます。続きまして歳出でございます。22 ページをご覧ください。2 款の総

務費、0236移住・定住推進事業費でございますが、補助金 2,270万円の増となっておりま

す。箕輪町で住宅を取得した 40歳未満の若者世帯への奨励金ですね、若者世帯定住支援奨

励金の増 2,000万円となっております。こちらにつきましては見込み、これまでの実績を考

慮しての今年度の見込みによる増額となっております。続きまして、空き家改修費等補助金

の増ということで、こちらは町内の空き家を購入した、また借りた方に対して改修費等の一

部補助となっておりますが、250万円の増。こちらも現在までの申請状況を考慮しまして本

年度の見込みを増額ということでさせていただいております。続きまして、空き家解体事業

補助金でございます。空き家の解体費用の一部を助成ということになりますが 20万円の増。
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こちらも見込みを増額したものでございます。続きまして 0239 企画事業費でございます。

委託料ですが、まず関係人口創出施設の PR業務委託料でございます。こちらは旧東部診療

所の関係の外部への PRですね、に係る経費でございます。また施工管理の委託の関係も計

上させていただきました。こちらにつきましては旧東部診療所の改修に伴う施工管理の委

託料でございます。続きまして、工事請負費 8,800万円でございます。こちら関係人口創出

施設改修工事ということで、旧東部診療所をレンタルオフィスやコワーキングスペースを

備えた施設への改修を予定しておりますので、そちらの工事費を計上させていただたいも

のでございます。続きまして、備品購入費 800 万円でございます。こちら関係人口創出施

設の備品購入費ということで、先ほど説明させていただいた旧東部診療所の改修に伴いま

して、椅子、机等必要な備品を購入するものでございます。 

○小笠原まちづくり政策係長 続きまして、負担金、補助及び交付金であります。02 の補

助金になりますけれども、コミュニティ助成事業補助金増ということで 190 万円を計上し

ております。こちらにつきましては、宝くじの助成事業におけるコミュニティ施設の整備に

なりますけれども、令和 2 年度につきましては予算枠にまだ枠があるということで、こち

ら令和 3 年度の優先順位一位であります下古田区からの要望であります下古田公民館への

エアコン設置につきまして、令和 2 年度に前倒しで申請の方させていただいております。

そちらの費用の方を計上しております。続いて、03 の交付金につきましては、財産区議会

議員選挙に係わる部分になりますので、省略をさせていただきます。 

○藤澤財政係長 続きまして、43ページをご覧ください。12款 公債費になります。起債

のですね、元金の償還金、また利子の増減になります。まず、元金につきましては 122万円

の増。利子につきましては 1,356 万 2,000 円の減となっております。理由といたしまして

は 10年ごと利率の見直しがございますので、それに伴いまして、元金利子増減をさせてお

ります。続きまして、44 ページをご覧ください。予備費でございます。歳入歳出調整のた

めに、予備費 331万 3,000円を増額しております。説明については以上となります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりましたので質疑に入りま

す。質疑のある方は挙手をお願いいたします。中澤委員 

○１０番 中澤委員 22 ページ、若者世帯定住支援奨励金等々が見込みによって上がるっ

ていう、どういう見込みがあがってきているのでしょうか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○那須みのわの魅力発信室広報・交流推進係長 11 月末現在までの申請状況を見まして、

今の予算では足りないなということで、その伸び率等も考慮しまして、予算を増額させてい

ただいたという形になっておりますが。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 同じく 22 ページ、関係人口創出施設の関係ですけども、すみません、

私どっかで聞き逃したのかもしれませんけど、例えばこのもう設計ができてますけど、ああ

いった設計費とかっていうのはどういったところに出てくるんでしょうか。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○那須みのわの魅力発信室広報・交流推進係長 設計、実施設計につきましては現在進めて

いるところで、9月の議会で補正で可決いただきまして進めさせていただいてるところでご

ざいます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 続いて、すみません。これも全協で若干お話いただいてたんですけども、

その後どうなっているのかもちょっと含めてお聞きしたいんですが、レンタルオフィス等

含めて産業センターか、支援センターか、等でもう待ってる方がいらっしゃって、もう入り

きれないっていうようなお話もありましたけども、どれぐらいの今需要として現段階で希

望があって、入れない人がどれくらいいるのかっていうのを改めてお聞きしたいと思いま

す。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○山口政策担当課長 現在産業支援センターの待機状況でありますけれど、6件の方が待機

をしているという状況でございます。産業支援センターについては商工観光推進室が管轄

でしておりますので、そちらの方からデータもらった状況でございます。司法書士やネット

ビジネス等の方 6名が現在待機をしている状況だと報告を受けております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 

○２番 岡田委員 ありがとうございます。すみません、産業振興課だってことすみません。

わかりました。今、ネットビジネスや司法書士の方っておっしゃりました。もし宜しければ

その 6件、わかる範囲で結構なんですけども、どういう方が待っているかって内訳って、も

しわかればで構わないんですけど教えていただけますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○山口政策担当課長 司法書士の方が 1 件、ネットビジネス、プログラミングとかいう方

が 3 名、あと外国人支援を考えているという方が 1 件、あと会計事務所みたいなファイナ

ンシャルプランナーの方が 1件、合計 6人の方という内訳でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 

○１０番 中澤委員 ちょっとそこと関係してくるんですけど、22 ページのさっき言って

いた空き家改修費っていうやつですけど、これってのは何件に相当するとこの金額になる

んですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○那須みのわの魅力発信室広報・交流推進係長 空き家等の改修事業につきましては、そう

ですね、経費の 2分の 1の上限 40万円という金額になるんですけれども、今現在が、今現

在ですね、4件の。すみません、空き家改修か、空き家改修の方ですね。すみません。そう

ですね、6 件申請をいただいておる状態でして、今現在改修につきましては 6 件の 217 万

6,000円の申請がある状態でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 
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○１０番 中澤委員 その関係人口創出のね、この金額なんですけど、例えばオフィスを借

りたい人に空き家改修費を補助して空き家でやってもらうっていうような検討っていうの

はできなかったのですか。どうしてそこの、要するに 1 億円くらいかけて診療所の改修を

する必要が出てくるっていうか、どうしてそこの結論になるのかっていうことを教えてほ

しいんですけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○山口政策担当課長 東部診療所につきましては平成 28年の 3月から休診という施設、要

は空き施設でもありますので、それの有効活用をそれまでいろいろな町の公共施設の代替

として考えていたわけですけれど、なかなか新しいお医者さんとかも探していたようです

けれど、そういうものに余り該当がなくてこれ以上置いておくと施設的にも傷んでしまう

という中からそこを改修しようという話にはなりました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 素朴な発想ですけど、要するにコロナ禍で減収 5 億円だか 4 億円だ

って言われてるんだよね。今空き家改修費半額補助で 250万なんだよね。5、6件で。全額

補助したって 500万じゃん。だから今オフィスに入れないところが 5、6件だとしたら 500、

600万でその職場提供っていうか、場所提供をやろう思えばできるじゃんね。だからどうし

てその東部診療所に 1 億円掛けるっていうこのコロナ禍で減収やべぇっていうときに判断

するのかという、したのかっていうことを聞きたいんですけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○山口政策担当課長 コロナ禍においてですね、いろいろな補助使われる中でこのコロナ

の感染症対策に関しての地方創生交付金というものありまして、この中に新しい生活様式

等への対応の事業に充当というような指針も示されている中で、リビングシフトという項

目がございまして、都市と地方の両方の良さを生かして働く、楽しむスタイルの開拓という

ような項目がございまして、その中でも何ですか、推進されているというか、いい使い方の

例じゃないですけどそういう中にもこういう施設の改修費を充てますよということがあり

ましたので、そこへ当て込んだということです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 その推奨されてる支援金ってのは幾らなんですか。推奨されてるん

だったら交付金とかもくっついてくるんじゃないの。だから交付金になるものがあって 1億

円のほとんどをカバーできるんであればいいんだけど、自腹で 1 億円ですかっていう話な

のよ。俺が聞きたいのは。4億円減収するどころじゃない。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○藤澤財政係長 今回東部診療所の改修に当たっては地方創生臨時交付金を約 6,400 万ほ

ど、ページ 22 ページになるんですけども、これまず 0239 企画事業費とございまして、約

事業額で 1億 729万円あるんですけど、その横にですね、国庫支出金とございまして 6,421

万 9,000 円ございます。こちらにつきましてはその約 1 億円掛かる事業の中に 6,400 万国
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庫、いわゆる地方創生臨時交付金を活用させていただいてる状況です。残りの金額につきま

して地方債ですね、約 3,000 万、一般財源につきましては約 400 万円ほど計上をしている

ところでございます。その他につきましてはこの東部診療所の事業ではない事業になりま

す。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。伊藤委員 

○１番 伊藤委員 7ページ債務負担行為の中のちょっとお聞きします。この上の農産物直

売所の指定管理料、これは JA 上伊那の分の 3 年間のこれトータルの金額だと思うんです

が、下の農村交流促進指定管理料、これの 131 万 4,000 円の内訳の 3 年間はどのようなこ

とでしょうか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○藤澤財政係長 先ほど 7 ページの債務負担についてのご質問でございます。箕輪町都市

農村交流促進施設指定管理料ということで 3 年間で 131 万 4,000 円ございます。1 年間に

換算します 43 万 8,000 円となります。43 万円の内訳につきましてちょっと細かい数字で

あれですけど、基本的には施設の設備備品の管理に関する業務、またあと大きなとこでいき

ますと電動アシスト付きの自転車の貸し出しに係る業務が主な経費となっております。ま

た、収入の経費もございまして施設利用料金がございます。そちらの方を差し引きまして年

間で約 43万 8,000円費用がかかるという積算となってございます。以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 この指定管理する施設の今の自転車の件ですけれど、これについては

全協の時も皆さんからご意見が出まして、いろいろその後の話は、例えば冬場の雪の降って

いる場合にこんなことは使わないんじゃないかとか、あるいは保険の関係をどうするかと

か、いろいろなことがあったわけですけれど、そのような関係のことは加味して、このこと

は考えてあるかどうかをお聞かせください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○毛利企画振興課長 このあと、指定管理についての議案が二つございまして、その一つに

その自転車の方がございます。こちらにつきましては後ほど産業振興課と一緒に細部を説

明させていただければと思いますので、そちらの方で、すみません、ご審議をいただければ

と思います。よろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 

○１０番 中澤委員 くどいようですが、もう 1 回質問します。22 ページ、企画事業費の

国と県の支出金のお金っていうのは期限があるの。いつまでに使わないと出してあげない

よっていうのがあるんですか。推奨してるとの関係で言うと。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○藤澤財政係長 期限につきましてはこの地方創生臨時交付金につきましてはこの令和 2

年度に限っての事業となっております。たまたま旧東部診療所につきましてはこれから工

事を発注しますので、基本的には今年度中に工事が完成するのは難しいため、今回の予算で
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も計上させてもらってますけど、明許繰越の設定をさせていただいてますので、基本的には

当該年度、令和 2 年度になりますけど、一応繰り越しを行って令和 3 年度中までに事業を

完成を見込んでおる事業になります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他に。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますので質疑を終了いたします。討

論に入ります。討論のある方。岡田委員 

○２番 岡田委員 先ほどから私も取り上げています関係人口創出施設そのものの予算に

ついては必要性十分理解もできますし、今後の働き方という点でも必要なことは重々私も

承知をしています。ただ、今コロナ禍の中で本当に町民の皆さん大変な生活を強いられてい

るというお話をお聞きする中で、コロナ対策予算として使う、活用する施設かというふうに

思うと、ちょっと私は方向性として別の方がいいのかなというふうに思いますので、今回の

コロナ禍で関係人口創出施設改修工事を含めた予算については反対をさせていただきたい

と思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございますか。中澤委員 

○１０番 中澤委員 私はね、もうちょっと違うニュアンスで反対なんですけど、要するに

空き家改修っていうのに、要するにそういうオフィスにするっていう提案をして、要するに

空き家改修って土建屋さんとか、要するに仕事が回るじゃんね。地域の。そういうところに

活用していく回しっていうのを俺は考えるべきじゃないかと思うんですよ。だから、そうい

うところに、要するに国庫支出金みたいなものが活用できるんであれば、結局空き家対策と

オフィスの設立っていうのを一網打尽にしたような、要するに金の流しをして、地域経済の

活性化を企画振興課が中心になって俺は提案するべきじゃないかなというふうに思ってい

て、もう 1回ちょっと考えていただけないかなっていう意味で反対です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございますか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは、討論を打ち切ります。それでは採決をいた

します。議案第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10号)に賛成の方の挙手を求

めます。  

【賛成者 挙手】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 賛成多数でありますので原案どおり決定することと

いたします。本会議でその旨で報告いたします。 

次に議案第 14号と 15号ですけれども、説明をお願いいたします。課長 

○毛利企画振興課長 一緒でよろしいでしょうか。わかりました。それでは議案第 14 号、

それから第 15 号につきまして細部につきましては後ほどの産業振興課になりますけれど、

概要につきまして財政の係長から説明させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○藤澤財政係長 議案第 14号になります。箕輪町公の施設の指定管理料の指定についてで

ございます。箕輪町農産物直売所につきましてにこりこ一帯リニューアルにより新たな指

定管理者を上伊那農業協同組合へ指定を行うものになります。指定期間につきましては令

和 3 年 2 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの 3 年 2 カ月となります。箕輪町の公の施設

の指定管理者の指定手続等に関する条例第 4 条 第 1 項の規定により、指定管理者を指定

するため、提案を行うものになります。説明については以上となります。 

続きましてすみません、議案第 15号になります。箕輪町公の施設の指定管理料の指定機

関の変更及び指定管理者の指定についてでございます。こちらにつきましては箕輪町都市

農村交流促進施設について同じくにこりこ一帯ニューアルにより指定期間を令和 3 年 1 月

31 日までに変更を行うものになります。これに伴いまして令和 2 年 10 月 27 日から 11 月

5日まで新たな指定管理者の公募を行ったところ 1社からの応募があり、審査の結果、バイ

シクルメンテナンスショップ藤沢を指定管理者として選定を行ったものになります。指定

期間につきましては先ほど同様ですね、令和 3年 2月 1日から令和 6年 3月 31日までの 3

年 2 カ月となります。こちらにつきましても箕輪町の公の施設の指定管理者の指定手続等

に関する条例第 4 条 第 1 項の規定により、指定管理者の指定期間を変更し、新たに指定

管理者を指定するものとなります。説明については以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 今 14号、15号について説明がありました。この内容

につきましては次の産業振興課・商工観光推進室の中で質疑、また採決を行いたいと思いま

すので、そんなふうでお願いいたします。それでは以上ですね。 

【企画振興課・みのわの魅力発信室 終了】 

④産業振興課・商工観光室 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開をいたします。 

それでは次に産業振興課、商工観光推進室にかかわる案件を議題といたします。議案第 3

号 箕輪町新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金条例制定について細部説明を求め

ます。室長 

○小林商工観光推進室長 それでは、議案第 3 号 箕輪町新型コロナウイルス感染症対策

利子補給基金条例制定につきましてご説明申し上げます。本会議におきまして町長と私の

方から説明したとおりでございますけれども、再度内容説明させていただきます。この条例

は提案理由にありますとおり、新型コロナウイルス感染症により事業活動に支障を生じた

町内中小企業者への利子補給事業を行うための基金を設置するものでございます。当町で

は新型コロナウイルス感染症経済対策としまして、国の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を活用しまして、中小企業者等に対する融資利子補給事業を実施してお

りますが、利子補給事業に充当される場合は基金の積み立てが同交付金の対象として認め

られることとなったことから交付金を基金に積み立てて事業を実施してまいりたいという

ふうに思います。条例の内容は説明したとおりでございますけれども、対象となる金額とい



 

 

令和２年１２月定例会 総務産業常任委員会審査 

-26- 

 

たしましては令和 3 年度から令和 7 年度までの利子補給額は合計しまして 5,960 万円ほど

の見込みでございまして、3月定例会において積み立ての補正をお願いさせていただく予定

でございます。説明は以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりましたので質疑を行いま

す。質疑のある方は挙手をお願いいたします。岡田委員 

○２番 岡田委員 中小企業者等とありますけども、これは個人事業主というのは入って

いるのかどうかをお聞きします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小野商工係長 今岡田委員からご質問ありました件につきまして、個人事業主も対象と

なっております。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 公布の日からの施行、附則のところですけども、そうするとこのままい

くと見込みとしてはいつになるんですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小野商工係長 先ほど商工観光推進室長申し上げましたとおり、条例制定のみ本議会で

行いまして基金への実際の積み立てでございますけれども、来年の 3 月議会臨時交付金の

施行状況等鑑みて財政の方で積み立てるような形になるかと思います。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 そうすると実際の適用そのものが 3 月の定例会以降になるのか。さか

のぼってこの 12 月、1 月、2 月この中で対象になる方たちについてどのような対応になる

のかをお聞かせください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小野商工係長 実際の利子補給の方法とすると、当該年度の利子支出の利子補給に関し

て、翌年度利子補助として拠出をするような形になります。ですので、本年度 4月色んなコ

ロナ資金対象になってまいりますけれども、本年 4 月から来年 3 月までの利子補給に関し

ては、その翌年度、来年の 4 月 1 日以降、令和 3 年度の予算からの拠出という形になりま

す。あくまでも後年度負担の軽減のためにこちらの基金に満額とまではいかないまでもあ

る程度の臨時交付金を積み立てて、後年度負担に備えるという趣旨でございます。以上でご

ざいます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。青木委員 

○３番 青木委員 ちょっとお聞きしたいんですが、中小企業、この箕輪町でいうと位置づ

け、例えば資本金が幾ら以下とか、従業員が何名以下とか、それは規定の中にありますか。

何か。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小野商工係長 こちらの中小企業等の定義につきましては箕輪町の斡旋融資の要綱、そ

れとセーフティーネットの保障の中に中小企業というのが信用保険法の中で定義をされて
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いるような形になります。先ほど青木議員おっしゃられたように、資本金の額ですとか、従

業員の人数によってまちまちという形にはなるんですけれども、基本的には法律にのっと

った区分けという形になっております。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ないようでありますので質疑を終了いたします。討

論に入ります。討論ありますか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 3 号 箕輪町新型コロナウイルス感染症対策利子補給基金条例制定について、原案ど

おり決定することにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、可決するものと決定いたします。本

会議でその旨報告いたします。 

次に議案第 7 号 箕輪町農産物直売所条例及び箕輪町農産物加工施設条例の一部を改正

する条例制定についての細部説明を求めます。課長 

○高橋産業振興課長 それでは議案第 7 号 箕輪町農産物直売所条例及び箕輪町農産物加

工施設条例の一部を改正する条例制定につきまして、担当の係長から説明をさせていただ

きますのでお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 提案理由を申し上げたいと思います。今回の改正につきましては

令和 2 年 3 月定例会においてにこりこキッチンたべりこを箕輪町産地形成等促進施設に改

正させていただきましたが、他の施設についても同様に店名から施設名に改正をお願いす

るものであります。3ページの新旧対照表をご覧いただきたいと思います。初めに、1の箕

輪町農産物直売所条例第 2 条 第 2 項の表中の名称でございますけれども、箕輪町農産物

直売所にこりこを箕輪町農産物直売所に、2 の箕輪町農産物加工施設条例第 2 条 第 2 項

の表中の名称、信州みのわ のうさんぶつかこうじょを箕輪町農産物加工施設に改正する

ものでございます。併せて、附則の第 2 項では 3 の箕輪町議会に付すべき公の施設の利用

及び廃止に関する条例第 3 条 第 12 号、第 14 号の名称についても同様の改正をするもの

でございます。1ページ目にお戻りいただきまして、附則第 1項でこの条例は令和 3年 2月

の 1日から施行するものでございます。以上であります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 細部説明が終わりました。質疑に入ります。質疑のあ

る方は挙手を願います。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは質疑なしとし、討論に入ります。討論ありま

すか。  
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（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 7 号 箕輪町農産物直売所条例及び箕輪町農産物加工施設条例の一部を改正する条例

制定について、原案どおり決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、可決することといたします。本会議

でその旨報告いたします。 

次に、議案第 8 号 箕輪町都市農村交流促進施設条例の一部を改正する条例制定につい

て、細部説明をございます。課長 

○高橋産業振興課長 それでは議案第 8 号 箕輪町都市農村交流促進施設条例の一部を改

正する条例制定につきまして、担当の係長から説明をさせていただきます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 それでは提案理由を申し上げます。この条例は箕輪町都市農村交

流促進施設「交流施設ぷらプラ」につきまして施設の名称を変更するとともに、電動アシス

ト付き自転車の導入に伴い、指定管理者が備品の貸付け業務を行えるよう、条例の改正を行

うものでございます。なお、この条例は令和 3 年 2 月 1 日から施行するのでございます。

それでは資料の新旧対照表でご説明いたしますので 3 ページをお願いいたします。箕輪町

都市農村交流促進施設条例第 2条 第 2項 表中の名称、「交流施設ぷらプラ」を「箕輪町

都市農村交流促進施設」に改正するものでございます。第 4 条 管理業務、第 5 条 利用

時間及び休館日でございますが、第 4 条 第 2 項及び第 5 条中の「交流施設」の次に「及

び付随する備品」を加えるものです。第 6 条 利用許可についてですが、第 6 条 第 1 項

中「の施設等」を「又は付随する備品」に、第 7条 利用期間の制限等について、第 7条中

「交流施設」を「施設等」に改めるものです。4ページをご覧いただきたいと思います。第

8 条 利用料金につきまして、第 8 条 第 1 項中交流施設の次に又は付随する備品を加え

るものでございます。併せて、附則第 2 項では 2 の箕輪町議会の議決に付すべき公の施設

の利用及び廃止に関する条例第 3条 第 13号の名称についても、先ほどと同様に改正をす

るものでございます。1ページ目にお戻りいただきまして、附則第 1項でこの条例は令和 3

年 2月 1日から施行するものでございます。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 細部説明が終わりました。質疑に入ります。質疑のあ

る方は挙手を願います。ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは質疑を終了いたします。討論に入ります。討

論のある方。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 8 号 箕輪町都市農村交流促進施設条例の一部を改正する条例制定について、原案ど
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おり決定することにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、決定することといたします。本会議

でその旨報告いたします。 

それでは、次に議案第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10 号)についての細

部説明を求めます。課長 

○高橋産業振興課長 それでは、議案第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10

号)につきまして、産業振興課に関する部分につきまして、それぞれの係長から説明をさせ

ていただきます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○潮田農業振興係長 補正予算 10 号の 32 ページになります。6 款の農林水産業費の事業

コード 0610 農業振興費の 10 節の 06 修繕料の内訳でございます。こちらは生活改善セン

ターの修繕費ということで 13万 7,000円を計上しております。こちらにつきましては南小

河内にあります生活改善センターにおいて建物の経年劣化及び北側湿気によります、湿気

によりまして床が腐食しております。そこが落下する恐れがありますので応急的に補修す

る経費を計上したものであります。合わせまして照明器具が故障しておりますので LEDの

照明器具に取り換える費用を計上しております。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 続きまして同じく 32 ページ、0620 農業振興戦略費についてご説

明いたします。まず需用費でございます。光熱水費としてみのわテラス公衆トイレ光熱水費

4万 5,000円です。こちらにつきましては来年 2月よりみのわテラスが引き渡しになり、い

よいよ開店に向けた準備が始まるわけでございますけれども、そちらにつきまして直売所

のトイレ部分及び交流施設のトイレ部分を公衆トイレとして町で直営管理をする予定がご

ざいます。そういった部分につきましての光熱水費について要求させていただくものです。

続きまして委託料でございます。箕輪町農産物直売所指定管理料及び箕輪町都市農村交流

促進施設指定管理料といたしまして、こちらにつきましては直売場及びぷらプラの部分に

つきましての開店準備のために管理をしていただく部分、いわゆる 2 月 1 日から 3 月末ま

での 2 カ月間の指定管理料としてお願いするものでございます。続きまして、箕輪町農産

物 6 次産業化推進業務委託料といたしまして、こちらにつきましては町の 6 次産業化の促

進のため、いわゆる加工所につきましてそこを拠点としまして、町農産物の加工及びブラン

ド化をさらに推進していただきたいということで、加工所を相手方として委託をお願いす

るものでございます。具体的には農閑期に入りますけれども 6 次産業化に関する業務のご

案内、さらにその研修会の開催、無料の農産物加工相談等の実施についてお願いするもので

ございます。こちらにつきましては、その下でお願いしております農産物等販路拡大事業補

助金の増と合わせたものとなっておりまして、こちらにつきましては本年度より要項一部

改正いたしまして、町内の農産物を加工したり、もしくは販売のためのさまざまな付加価値
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をつける取り組みに対して補助を差し上げるものとして、要綱を一部改正してお願いして

きているものですけども、ありがたいことにシードル、それからシャインマスカットのジャ

ム、紅玉のペースト、ズッキーニのピクルス等、加工についての補助の申請が多数上がって

きており、当初 30万で予定した補助金を上回りそうなので、追加でお願いするものでござ

います。こういったもの合わせて、6 次産業化を進めていきたいという考えでございます。

以上です。 

○高山耕地林務係長 引き続き耕地林務係分のご説明をいたします。33 ページの 4 目にな

ります。0641 の町単独土地改良事業費、こちらの工事請負費になります。水路等改修工事

増ということで 123万 5,000円計上がございます。こちらですけれども工専地区 KOWAさ

んですとか、あの辺で 7 月の豪雨で雨水の浸水がありまして、水路からの浸水がありまし

て、その対策を地元区、それから水利組合等と協議をしてまいりまして、水回しの部分だけ

ではどうにもならないということで、施設の改修を行います。バイパス沿いの除雪基地があ

るところもう少し南側にバイパスを超えてきてたところが北に水路があって、そこと並行

している間もなく天竜川に落ちる中井の水路、そちらに水を分水して対策をするというも

のになります。続きまして、02林業費、こちらの 0684の町単独林道整備事業費の委託料に

なります。こちら林道整備工事測量設計業務委託料増ということで、こちら萱野線で 7 月

豪雨の際に崩落をした部分の林道の改修工事の設計委託料になります。本来でしたら 9 月

で載せるところでしたけれども、既存の予算とのちょっと兼ね合いでというところを検討

していたんですけれども、補正が必要になりまして計上がしてあります。次のページをおめ

くりいただきまして 34ページ、こちらの 0685流域森林総合整備事業費、こちらの委託料、

それから関連ありますので、次の工事請負費、こちらまとめてご説明をいたします。委託料

の 111 万 6,000 円の減ですけれども、こちらの委託料としましては県の森林税の補助事業

であります森林づくり推進支援金事業としまして、松枯れの枯損木の有効活用ということ

でウッドチップ化をする事業を当初予算で計上してありました。ただ、昨年からの引き続き

であるんですけれども、なかなかウッドチップの引き取り手が見つからないということが

あるのが一つ、それから林道のすみません、森林づくり支援金については、推進支援金つい

ては地域の課題に対して広く使えるものであります。7月の豪雨で林道がちょっと被害を受

けた部分がありまして、そちら、そうですね、すみません、その以前から損傷があったんで

すけれども、それが発見されたところがありまして、そちらの補修に回すということで 1401

の工事請負費、こちら工事費 381 万 2,000 円を計上しまして補助事業の対象をこちらの工

事の方にしまして、委託料の減と工事請負費の増ということで行います。林道の工事につい

ては L型擁壁を 13m入れるものになります。高さが 2.5から 1.5の製品を入れます。後あ

わせて周辺の舗装の工事を行うということで 120 ㎡を予定しているものになります。続き

まして、0690 の環境緑化推進事業費、こちらの委託料になります。こちらが松くい虫伐倒

駆除業務委託料増ということで 266 万 9,000 円の計上になります。こちらの内容としまし

ては、ながた自然公園で松の木が多数枯れている状況がありまして、こちら調査をしたとこ
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ろ松くい虫の被害ではないんですけれども、弱った木にはいずれ松くい虫が飛んできて松

枯れを起こしますので、こちらは補助対象になる部分については補助事業で行うというこ

とで、こちらが大体 203 万 5,000 円の試算ですけれども、こちらの予算計上になっており

ます。後ほど観光係の方から説明がありますけれども、観光費の 0710の観光費の方で、な

がた自然公園枯損木除去作業委託料ということで 71万 5,000円の計上があります。こちら

が補助事業にならない分を施設管理として行うということで予算を切り分けております。

それに加えてですね、他の地区で松枯れの特殊伐採、通常ですと松枯れの木があってチェー

ンソーなりで切って細かく刻んで処理をするというものになるんですけれども、民家があ

ったりとか、地形が崖、土手の途中だったり、崖の途中だったりということで、クレーンが

いるようなケースということで福与の判の木とそれから木下の南城で 1件ずつありまして、

そちらの分を合わせて 266 万 9,000 円の計上となっております。それらにつきまして歳入

もあわせてご説明をいたします。予算書の 13 ページをお願いいたします。こちら 14 款の

分担金及び負担金ということで、6 目の農林水産業費分担金、こちらの農地費分担金 0641

文としまして、町単独土地改良事業受益者分担金ということで中井の先ほど申し上げまし

た松島地区の工事請負費の地元の分担金になります。それと、すみません、一つ歳出を説明

をし忘れておりました。すみません。あちらこちらに飛んで申し訳ございません。42 ペー

ジをお開きください。失礼いたしました。こちら 11 款の災害復旧費、こちらの 1112 の町

単独農業用施設災害復旧費。こちら工事請負費農業用施設災害復旧工事増ということで 40

万の計上があります。こちらについては下古田の北の沢の用水路の取入ということで、9月

補正でその取入が川の流れで増水で埋没してしまったということで、それを掘り起こす工

事をお願いをしたいということで地元から要望がありまして計上しました。最小限のもの

でということで計画をしていたんですけれども、現場で業者で精査をしたところ、どうして

も水を貯める堰が昔ふとんかごで設置をしてあったんですけども、それが流されていて思

うように水が溜まらなくて、少し水を取るのに支障があるということで、その水を止めるふ

とんかごを積んで堰を作る必要が生じまして、その分の増ということで 40万円の計上にな

っております。そこですみません、あっちこっちになってしまって申し訳ないですけど、歳

入の 13 ページでこちら 1112 分としてございます町単独農業用施設災害復旧費、農業用施

設災害復旧事業受益者分担金ということでこちら 6 万円増え請求するもので、区からの歳

入ということで計上してございます。耕地林務係からの説明は以上となります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 会議途中でありますけれどもお昼でここかかってし

まいますので暫時休憩とさせていただきます。再開はですね、町道の認定に先に言ってきま

すので多分 30、40分かかってしますので、また連絡いたします。ですので暫時休憩といた

します。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは全員お揃いでありますので、会議を再開し

たいと思います。それでは細部説明の続きをお願いいたします。係長 

○高山耕地林務係長 すみません、午前中の説明の中で補正予算歳入を一つ説明を落とし
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てしまいまして申し訳ございませんでした。説明をいたします。予算書の 15ページになり

ます。17 款の県支出金、こちらの 6 目の農林水産業費県補助金、こちらの林業費補助金に

なります。森林病害虫等防除事業補助金、環境緑化推進事業費ということで、0690 の歳出

の方でご説明をいたしました松くい虫の被害木伐倒駆除業務料の財源になります補助金に

なります。こちら先ほど支出の方で申し上げました部分の内、266万 9,000円の内、補助対

象となるものの金額を計上してあります。181万 3,000円を計上しております。事業費の 7

割の補助率ということで、計上をしております。以上になります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小野商工係長 続きまして 35 ページお開きをいただきたいと思います。35 ページにな

ります。7 款 商工費、その中で商工係に係わる部分についてご説明をしたいと思います。

7 款 商工費の 1 項になります。0701 商工振興費でございます。その中の 18節 負担金、

補助及び交付金につきまして負担金の減額補正のお願いでございます。こちらにつきまし

ては新型コロナの感染拡大防止協力金支援金の町負担分の減ということで、411万 5,000円

の減額をお願いするところでございます。こちらにつきましては春行われました新型コロ

ナウイルス感染拡大の緊急事態宣言に伴いまして、長野県から一定の業種を対象にしまし

て、休業、営業時間短縮等の要請に応じたところに対して、県と町合わせまして 30万円相

当額を交付をするという事業でございました。こちらの方が事業を確定しましたので、確定

件数 74件というケースになりますけれども、残り不用額減というところで、減額補正をか

けさせていただくところでございます。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○宮尾観光係長 よろしくお願いします。同じく 35ページの 0710観光費です。12委託料

ですが、71 万 5,000 円。こちらにつきましては先ほど耕地林務係の方で話がありましたな

がた自然公園の枯損木の除去作業において補助の対象外になるものについて予算を計上し

てあります。18 負担金、補助金及び交付金です。補助金ですが、こちらは宿泊応援キャン

ペーン助成金増ということで、開始から大変好評をいただきました箕輪宿泊割の関係です

けれども、1,000泊分を増額として計上してあります。よろしくお願いします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○高橋産業振興課長 以上議案第 9 号 令和 2 年度箕輪町一般会計補正予算(第 10 号)の産

業振興課に係わる部分につきまして、細部説明を終わります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは、細部説明が終わりましたので、質疑に入り

ます。質疑のある方挙手をお願いいたします。金澤委員 

○９番 金澤委員 令和元年度の最後の決算のときにやまびこテラスの納付金が 20万円補

正が出たね。歳入の方に計上されてたけど。そのあとの方の補正が見えないですけど、それ

はどういうことでしょうか。3 月分ということで納付金が 20 万計上されてたよね、前回。

その後今回全く補正に、歳入補正がかかってないけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
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○土岐未来農戦略係長 山彦化成からの指定管理者の納付金ということでご質問いただき

ました。1 月当たり 20 万円を協定書の中ではいただき、それを年度末に納めていただくと

いうことになってございまして、出てくるとすれば 3 月補正の中で出していただきたいと

考えております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 34 ページですけれども、松くい虫の伐倒駆除業務委託料ということで

結構大きな金額出てきました。一つはこの予算の中で大体どれくらいの立米数に、何本でど

のくらいの立米数になるのかっていうことと、クレーンでの特殊伐採、福与と木下で 1 本

ずつあるということですけれども、そちらの見積もり金額がどれくらいになっているのか

をお聞かせください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○高山耕地林務係長 ご質問の件につきましてながた自然公園の枯損木の伐倒等で見積も

りをとっているんですけれども、すみません、ご指摘の立米数、本数が載っているものはご

ざいません。現場では見積もり当時は 10本ほどの枯れた木があるということでそこからの

見積もりですが、現場ではそれよりも後の調査で若干多いということで、30、40 本ぐらい

はあるんじゃないかということで、見積もりをしているのはその辺一体のものになります

ので、20本、30本のものを切るというもので見積もられているものになります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。岡田委員 

○２番 岡田委員 さきほど言ったクレーンの単価はどれくらいなのか教えてください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○高山耕地林務係長 クレーンを使った伐倒等、玉切りまでで 2カ所をそれぞれ概ね 15万

円ずつぐらいをみているんですが、そのうち 1 カ所がですね、県道の交通規制が必要なた

め、それ以外に 5万円ほどの、4万 7,000円ほどの誘導員等交通整理の費用がかかっていま

す。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 

○２番 岡田委員 そうすると今伐倒と玉切りとあと誘導員とおっしゃいました。その処

分そのものはどのように処分されるんですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○高山耕地林務係長 その後は伐倒燻蒸をしますので、燻蒸の処理を現地でいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 

○２番 岡田委員 もう 1 点すみません。ながた自然公園も含めて補助にならない枯損木

があるということでした。それが大体どれぐらいあるのかということと、金額的にもそれそ

こそこあるんで、原因についてもし何か思い当たる点とか、もしわかる範囲で結構ですので、

お聞かせいただければと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○高山耕地林務係長 数量的なものですけれども、伐倒駆除の補助事業を使うに当たって、
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通常はその木を切って倒して刻んで薬につけるってことなんですけども、そこにない作業

の分ということで、具体的に申しますと根っこですね。根を今回取り去ってそれを処理しま

すので、そこは伐倒駆除の事業にないので、そこが単費分ということになります。すべての

本数のその根の分ということになります。原因なんですけれども、林業総合センターに出向

いていただいて、他の病気等検査をしたんですけれども、今のところ原因は不明です。まだ

結果が手元には来ていないんですけれども、線虫の DNA検査のサンプルを持っていったよ

うなんですけれども、現状から見ると出るかどうかというと出なさそうだなという見解は

言ってはいました。また、結果出ましたらお伝えをしたいと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 

○２番 岡田委員 35ページ商工振興費の中で減額になっている不用額 411万 5,000円。

74 件の実績だということでしたが、当初の見積もりからこれくらい抑えられたというのは

何か特別な理由とかってもしあったら、心当たりありましたらお聞かせいただけますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○小野商工係長 臨時議会において予算計上させていただいた最初の段階なんですが、セ

ンサス数字用いて概算で算定をいたしました。ただ、影響のある時短営業、休業要請という

店舗になりますと、74 店舗まで絞られたという形になっておりますので、以上でございま

す。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。伊藤委員 

○１番 伊藤委員 商工費、35 ページの同じく観光費のことで、宿泊応援キャンペーンで

追加の 300 万が盛られてますけど、これについては今現在どのくらいの件数になっている

のか。それと同時にこのコロナの 3 波でキャンセル的なことが起こっているということを

お聞きしてますが、どんなふうな状況かちょっと教えてください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 室長 

○小林商工観光推進室長 箕輪宿泊割の関係でございますけれども、12 月 1 日現在の数字

になります。予約の関係でございますけれども、6施設で合計 1,184泊分予約をお受けして

おります。1,000泊を超える分、補正に計上させていただいた分につきましては仮予約とい

う形になりますけれども、予約の取り消しといいますか、キャンセルは正直入ってきており

ます。特にながた荘においてはもう少し数字多かったわけですけれども、やはりこのコロナ

の再拡大、あとこの宿泊キャンペーンですけれども、ながた荘でいえば 93％の方が町内の

方にご利用いただいております。それで、やはり伊那市といいますか、この上伊那圏域の感

染者の増加によりまして、やはり辞めるというそういう選択をされる方もいらっしゃるみ

たいで、ちょっと数字はそれ以降伸び悩んでいる状況と聞いております。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 

○１０番 中澤委員 34 ページですけれど、森林づくり推進支援金事業業務委託料を 111

万 6,000 円削っている理由が先ほどウッドチップの引き取り手が見つからないっていう話

をされていたんだけど、今現状どうなっているのかっていうことと、どうするのっていうこ



 

 

令和２年１２月定例会 総務産業常任委員会審査 

-35- 

 

と、見つからなければそこに堆積したままにして堆肥にしちゃうのっていう。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○高山耕地林務係長 現在はですね、ながた自然公園の横の駐車場に隣接する土地に置い

てあるんですけれども、今のところ使うところがないんですが、もしない場合には林道に敷

くなりということで処分をしなきゃかなというふうに考えています。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 もう一つですけれど、その二つ下後の松くい虫の伐倒駆除の業務の

場所が南城と福与とおっしゃっていたんですね。所有形態っていうのはどういう場所にな

るんですかっていう。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○高山耕地林務係長 それぞれ個人の所有地になります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。金澤委員 

○９番 金澤委員 7ページ再三聞いてますけど、農産物直売所の JAさんのやつの管理料

は規模も違いますし、スケールも違うんでこのやつは別として、今現在のやまびこテラスと

今度は自転車屋さんになるところ、片や納付金として 20万もらう。片方は年間 43万 8,000

円にしても払うと。同じ指定管理で同じ役場の窓口なのにこの違いはなんですか。どういう

根拠があってこれだけでのもう雲泥の差の開くことは同じ役場でやることでこういうこと

があり得るわけですかね。いくら行政の申し入れにしても。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 お願いします。指定管理料をどう算定するかということなんです

が、その施設を使って直接ご商売されるという形態の条例の構成とその施設を維持管理し

て貸し出していただき、施設運営をしていただくという形態がございます。ご指摘のありま

したまずレストランの方につきましては条例におきまして産地形成等促進施設条例という

ふうに呼んでおりますけれども、そちらの条例の中で指定管理者の業務として飲食物の提

供に関すること、農畜産物の加工製造業、販売に関すること、ということを主に直接してい

ただくということになっております。片やそこで得られた利益、いわゆる利用料というもの

につきましてはお客さんからいただく対価としての代金です。というものを収入として行

っていただくということになっております。指定管理の中でレストランでゼロになる理由

は何かということなんですけれども、普通の施設、いわゆる貸出型の施設でございますと、

その施設の管理運営に関するコストというものを指定管理料としてお支払いするというの

が基本的な形になってまいります。一方、こちらのいわゆる施設で直接営業、経営をすると

いうことが指定管理者の業務となっている場合につきましては、そこでの売上でもって必

要経費をペイするというような形になっている、そのような違いがございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員 

○９番 金澤委員 今の説明では全く理解できない。以前のにこりこと今のやまびこテラ

スの違い。同じ、業種は違うにしても今度の自転車屋さんとやまびこテラスの違い。今の説



 

 

令和２年１２月定例会 総務産業常任委員会審査 

-36- 

 

明ではどう理解してもわからない理解が。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 今全く本当に理解ができない言い方なんだけど。前のたべりこ的なと

きには食堂的なものでやってたわけだね。それには指定管理料払っている。今回のやまびこ

テラスの場合は指定管理料を払わない。そこから営業に対して利益を出すとこはそうにす

ると言ったね。利益を出すとこからはそういうふうにしないって、そういうふうになってい

るっていうふうに今申しましたね。いいですね。今度のとこではそれを貸し出したときに自

転車、（聴取不能）貸し出した時に利益を得ないっていうことですか、それじゃあ。すべて

に対してそれは指定管理料だけで営業していくっていうことで、そういう理解でいいです

か。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 私で申し訳ありません。幾つかの質問いただいております。過去の

振興公社の指定管理のたべりこの件と今の指定管理がこんなに違うのはどうしてかという

お話と、それから条例による立て付けが違うことはあるのですけれども、自転車屋さんや直

売所で指定管理料をお支払いするのにレストラン等では支払わないのはなぜかということ

の 2 点ということかと思います。時間をいただいておりまするのは、それまでの指定管理

料の考え方、積算の仕方というものと、後者以降のものについての考え方について少し違い

がございます。それがかなり入り組んでいるので一口で説明できないというのが申し訳な

い、理由でございまして、ちょっと改めてわかる形でご説明、時間をいただいてしたいと思

うのですけど、そういったことは可能でしょうか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 あのね、そんなね、あやふやなことでもって何で指定管理をするですか。

そんなあやふやなことで何でやるんですか。それはまずいですよ、そりゃ。だってね、いい

ですか。質問されたことにさえ答えられないようなことを何でするんですか。大体そうでし

ょ、元から指定管理するとこってのは法人であるとか、団体であるとか、そういうあれがな

いとこには指定管理はできないとなっているじゃないですか。それが個人の人間のとこへ

そういうことされているんじゃないですか。そうじゃないですか。 

○土岐未来農戦略係長 すみません、今の個人に指定管理をしているということにつきま

しては自転車屋さんのことを指していると思うんですけれども、家族経営の任意団体とい

うことで確認が取れておりまして、（聴取不能）に基づきましてやっていらっしゃるという

ことでありますので、そちらにつきましては団体ということで指定管理の団体としては問

題ないものと理解して選定しております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 町長の答弁はそういう答弁でしたね。 

○中澤議長 委員長、今補正予算やっているもんで。指定管理の話って次の議案に出た時に

そこでやったらどうですか。とりあえず補正予算進めて。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 このあとですね、企画課の方から 14号、15号の指定
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管理のことについて産業振興課の中で採決をとってくれということでありますので、その

ときにまたさせていただきます。 

○２番 岡田委員 ちょっとすみません、よろしいですか。私の中の理解としては金澤議員

は債務負担行為、7ページの債務負担行為の中でこういった金額が出て来ているから質問を

されてると私は認識してるんですけども、なんでそのあとの議案じゃなくて、今の補正の中

でこういう問題があるからということで指摘されていると思うんですが、その辺はいかが

ですか。 

○９番 金澤委員 質問のきっかけは 7 ページのやつを例にとってしましたけど、先ほど

の執行側の方の意見で、後日なり別の時間に改めて説明するということなら、私はそれはそ

れでいいです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 今第 9 号の補正の段階で話をされていますのでそれ

に限っての質疑ということでさせていただきますので、お願いいたします。青木委員 

○３番 青木委員 関連でちょっと係長の説明の中でちょっと整理したいんだけれども、

経費に対するコストね、経費に対する管理料の支払いということなんで、その経費というの

はこういうもんであると、あるいはコストというのはこういうものであるというのをちょ

っと整理して説明していただきたいなと思います。以上です。はい 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 質疑ですよね。あとで。他に。中澤委員 

○１０番 中澤委員 一つ質問です。さっきの 34ページの松くい虫の駆除の話なんですけ

ど、もう 1回。要するにさっき所有区分は個人だというふうにおっしゃってたんだけど、要

するにこの環境緑化推進事業費っていうのは個人の木であっても松くい虫だから、要する

にお金出すよって判断するものなのっていう。その背後にあるお金使っていいとされる何

か、背後にあるものは何なんですかっていう。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○高山耕地林務係長 今のご質問ですけれども、松の被害木については、直ちに自治体の方

で処理をするものということで規定されていますので、それに基づいて同意を得た後に行

政の方で国の補助事業を使って処分をさせてもらっております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他にございませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは質疑を終了し、討論に入ります。討論のある

方、挙手をお願いいたします。討論ございませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 9 号 令和 2年度 箕輪町一般会計補正予算(第 10 号)について、原案どおり決するこ

とにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、決定することといたします。本会議
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でその旨報告いたします。 

次に企画の方から議案第 14 号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定についてということ

で、産業振興課の中で採決をしてほしいということでありましたので、これについての細部

説明を求めます。課長 

○高橋産業振興課長 それでは議案第 14号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定について

ということで、係長の方からご説明申し上げますので、よろしくお願いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 それでは議案 14号についてご説明させていただきます。この議案

は箕輪町公の施設の指定管理者の指定等に関する条例第 4 条 第 1 項の規定により、指定

管理者の指定をするため提案させていただくものです。指定管理者に管理を行わせようと

する公の施設は箕輪町農産物直売所であり、指定管理者となる団体は上伊那農業協同組合

であります。指定期間は令和 3 年 2 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの 3 年 2 カ月でご

ざいます。上伊那農業協同組合につきましては、指定管理者の指定を前提として、直売所の

整備段階から協議を進めさせていただいておりましたけれども、町内の農業経営体の出荷

先における販売金額第一位の相手方であり、上伊那地域内で直売所の経営実績を持つこと

に加えて、住民提言から候補者として求める声をいただいていることから、地域の農畜産物、

地場産品等の販路拡大により産地を拡大し、生産者の意欲向上及び担い手の育成を図り、地

域農業の活性化を助長するという形の施設の設置目的を果たせる相手方として、箕輪町公

の施設の指定管理料の指定に関する条例第 2 条 第 2 項により、上伊那農業協同組合を指

定するものでございます。以上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 細部説明は以上ですか。それでは細部説明が終わり

ましたので、ただいまより質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。中澤委員 

○１０番 中澤委員 議案第 7 号で名称がね、決まっていると。決まった決めてやられて

いると。令和 3 年 2 月 1 日から始まるんだけど、要は理解としてはあれなんですが、この

名称はエンドが決まっていないじゃんね。こっちエンドがあるじゃんね。6年 3月 31日っ

ていう、要するにこの上伊那農業協同組合は 3月 31日までだけど、この条例はずっと生き

ていてここに違う業者がぺこっとはまるっていうことがあるっていうことなんだね。理解

としては。という意味ですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 その通りです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。岡田委員 

○２番 岡田委員 指定管理の中に学校給食への食材の供給っていうようなことも入って

いると思うんですけども、これって例えば教育委員会（聴取不能）ども保育園の食材の提供

とかっていうのは入っていないととらえていいのかどうか、ちょっとお聞かせください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 地産地消、協定書の仕様書の中に記載があるんですけれども、地産
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地消の推進に関する業務として、町では地元の食材を地元の学校に提供できる環境づくり

の一環としてこの直売場を位置づけています。町内小中学校における学校給食への食材販

売を積極的に行うほか、学校給食用の食材確保に関わる生産者の指導等を行ってください

ということを条件にしておりまして、保育園を敢えて外しているわけではないのですけれ

ども、これまでお願いしてきた小中学校手配があったので、まずはそれをやっていただきた

いという意味合いでそのように記載しております。保育園を入れないということではござ

いません。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。中澤委員 

○１０番 中澤委員 指定管理者の指定に直接かかわる問題なのかよくわからないんです

けど、わからないので教えてほしいんですけど、一般質問の中で組合員以外の人の持ち込み

は不可であるというような回答だったんだけど、そうなんですかっていう。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 基本的には町長の答弁のとおり、組合員以外の方は持ち込めない

ということになります。それは何しろ食品というものを扱ってそれの安全性というものが

担保できないものを置くことができないからということなんですけれども、一方でいろん

な形で野菜作っている方がいらっしゃる。その中に作り方として農協がつくるつくり方で

はないんだけれども、適法に農薬を使う、もしくは使わないでつくってらっしゃるっていう

方もいらっしゃるということがございます。そういった方をどう飲み込んでいくかという

ことについてちょっとまだ一部議論がございまして、交渉の余地があるということを認識

しておりまして、その点についてちょっと曖昧になっておりますが、スタート時までに固め

ていきたい事項として取り扱っていきたいと考えております。現時点でそこまでなんです

が。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 質問というか、分からないのがもう 1 個なんですけど、町長の答弁

の中で、要するに農ある暮らしを支えるのは兼業農家であると、がベースであると。兼業農

家が農協に入ってなければこれに参加することができないのだとすると、裾野が広がる余

地がないんじゃないかと思うんです。なので別途何か協議をする場があるんだとしたら政

策協議を、その辺を是非整備していただいて、この指定管理との関わりについてはね、もう

ちょっと筋の通る、政策とこの指定管理者への指定の仕方については細目を整理する必要

があるではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 ご指摘ありがとうございます。兼業農家も含めていわゆる出荷農

家と言われる皆さんのうちの 9 割弱のところの皆さんが今農協の会員さんですという状況

がありまして、そういった意味では町内の専業兼業に関わらず、農家の皆さんを多く網羅し

ているということについては間違いはないんだろうと思っております。ですのでそこを指

定管理者にすることはいいと思っているのですが、一方で農ある暮らしという言葉から生
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まれてくるのは家庭菜園レベルの話ということでしたり、もしくは独自でいろんなつくり

方をされている工夫、そういったものを商品として横並びで売るということについての安

全性の担保という観点からは難しいであろうということです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 だとすれば、要するに兼業農家弱小でやってる組合員じゃない農家

の方に、要するに農協に組織するっていう考え方はないのか、あるのか。 

○土岐未来農戦略係長 まさに今その部分を議論しているというようなところでございま

して、農協の組合員っていうといろんな形が準組合員と正組合員とございます。そして準組

合員ってのはいわゆる金融とかそういう形ですぐ口座をつくるために 1,000 円払ってなく

てもできるわけなんですが、そういうことでも会員ということになりますので、その上での

出荷場のルールを守っていただければ出していただけるということはございます。ですの

で、どちらかと言えば、食の安全が担保されている商品なのかどうかということを色んなつ

くり方をされてる方にもっと周知して、あなたのつくり方でもここには出せますというこ

とについて、広めていくことで裾野を広げていくという考え方ではあります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 町長の、副町長の答弁の中にも要するに直売部会を

つくって、要はその出荷する皆さんたちにはその部会に入っていただくってことは言って

いましたので、その中で多分いろんな話が出てくると思いますので。他に。青木委員 

○３番 青木委員 私も言うのもなんですけれど、要は消費者から見た場合に食品の安全

性を担保するためには農協もですね、生産履歴、米はじめ、生産履歴をちゃんと書いてくだ

さいよとか、その前提条件で農協も安全性を担保してると。そういう私は判断しているんだ

けど、だから組合員であるとかないとかということではなくて、最低保障担保するにはそう

いうことですよという農協の判断だと思うんですよ。私はそう理解しているんだけど、私が

言うのもね、おかしいんだけど。町長の判断だとそういうふうに私は理解しています。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。金澤委員 

○９番 金澤委員 8 号議案でもう既に可決されてるのでこれに関してどうのこうのとは

言いませんが、この時に 8 号議案の中の自転車屋さんの方ですね、第 8 号議案の中の箕輪

町都市農村交流促進施設の改める云々というところの中の資料んとこで、これもう可決さ

れてるんで、これに対しては言いませんが、その中に指定管理者が次に掲げる業務を行うと

いうことで、今回及び付随する備品っていうのがつけ加えられましたけど、ここも理解、了

解しますけど、この中に本来この藤沢さんがやっている自転車の、8 号と 15 号を比較して

いるじゃん。8号でこれ可決されてるから、8号はされてるんでそれを受けて 15号のこの、

14 号でいい。ほいじゃいいんじゃん 14 号で。14 号の業務の中に、本来の藤沢さんがやっ

ている自転車屋さんの修理っていうのはこの業務の中に含まれないんですか。今 14か、後

にします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。ありませんか。  

（「なし」の声あり） 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは質疑を終了いたします。討論に入ります。討

論のある方、挙手をお願いいたします。討論ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは、採決をいたします。

議案第 14号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定について、原案どおり決することにご異

議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、可決することといたします。本会議

でその旨報告いたします。次に議案第 15号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定期間変更

及び指定管理者の指定について、細部説明をお願いいたします。課長 

○高橋産業振興課長 それでは議案第 15号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定期間の変

更及び指定管理者の指定につきまして、係長の方からご説明いたしますので、よろしくお願

いいたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 それでは 15号についてご説明させていただきます。まず 1指定管

理者の指定期間の変更でございます。箕輪町都市農村交流促進施設、交流施設ぷらプラと呼

んでおりましたが、につきましては現在みのわ加工株式会社が指定管理者として管理をし

ていただいてございます。この管理の期間につきまして平成 31年 4月 1日から令和 4年 3

月 31日までとしておりましたけれども、今回新たに指定管理者を指定する関係で、平成 31

年 4 月 1 日から令和 3 年 1 月 31 日までに変更するというものでございます。続きまして、

2番で指定管理者の指定でございます。指定管理者に管理を行わせようとする公の施設は箕

輪町都市農村交流促進施設であり、指定管理者となる団体はバイシクルメンテナンスショ

ップ藤沢であります。指定期間は令和 3 年 2 月 1 日から令和 6 年 3 月 31 日までの 3 年 2

カ月でございます。箕輪町都市農村交流促進施設は設置の際、財源とした交付金の性質から

施設の設置目的を農業体験及び農産物加工を通じて地域住民と都市住民の相互交流を促進

し、地域農業の活性化に資することとしておりますが、設置当時に主たる目的として、営業

目的として当時実施しておりましたグリーンツーリズム事業等が終了し、以降は利用の少

ない施設となっております。そこで今回一帯をみのわテラスとしてリニューアルするにあ

たり、本施設をアルプスの見える好立地を生かして交流人口受け入れのためのサイクリス

ト支援と、田園風景や農の資源を生かした都市農村交流の受入れが行える拠点として位置

付け直すことにいたしました。今回のリニューアル工事にあたって、子供向け自転車コース、

パンプトラップを設置し、また地方創生の推進交付金にて貸出用の電動アシスト自転車を

整備しております。上伊那地域において広域のサイクルツーリズム事業が始まっておりま

して、取り組みに参加していく専門性を持った主体が必要でした。こういったことから自転

車をテーマとした施設としてリニューアルすることとし、指定管理者を選びました。この結

果、公募を行った結果、候補者のバイシクルメンテナンスショップ藤沢から応募がありまし
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た。藤沢は平成 16 年から自宅兼店舗で自転車店を始められ、以降 16 年の自転車店経営の

実績のある町内の家族系の任意団体で町内の自転車店として指定管理者にご応募いただい

ているものです。11月 13日審査委員会を経て、施設の運営方針、企画提案等が優れている

ことが評価され、選定されたものでございます。細部説明は以上であります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりますので、質疑に入りま

す。質疑のある方は挙手をお願いいたします。金澤委員 

○９番 金澤委員 すみません、先ほどは間違えました。そういうことで 8 号議案で業務

の中に及び付随する部品というのが付け加えられて、それは電動アシスト付き自転車を貸

し出すからということで説明を受けてますが、今回この指定管理する藤沢さんは自分とこ

の本来の自転車の修理の営業はしないんですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 施設の方で自主事業として、自転車店の経営、今おっしゃっていま

した修理ですとか、修繕ですとか、販売ということをしていただく予定でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。 

○９番 金澤委員 するわけだよね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。伊藤委員 

○１番 伊藤委員 農村交流施設の方のみのわ加工株式会社、これは会社としては JAなの

か、あるいは別の会社でこの方代表者か誰か名前がわかれば教えていただきたいと思いま

す。みのわ加工。 

○土岐未来農戦略係長 みのわ加工の代表者でよろしいでございますか。 

○１番 伊藤委員 みのわ加工株式会社という名目になって。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 みのわ加工株式会社 代表取締役 大川繁喜様でございます。株

式会社すずらんの代表取締役でもあります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。ございませんか。伊藤委員 

○１番 伊藤委員 先ほどにまた戻ります。このバイシクルメンテナンスショップの件で

すけれど、これ、ここで全協があった時にもちょっと他の方からも質問があったんですけれ

ど、先ほど途中まできて避けた法人的なもの、あるいはその部分の話ってのは町長もちょっ

と濁した言い方したんだけど、そのときにこういうものがちゃんとできてます、こういうあ

れですって言えないもんで、何かあとからくっつけたような言い方したんだけど、何かそう

いうことは、完全にこの方はそういう代表っていうか、法人的のようなことをしている方っ

て理解していいですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 ご質問いただきました団体の件についてなんですけども、地方自治法におい

て指定管理者については法人、その他団体のみがなれるということになっております。この

その他団体についてですけども、こちらは法人格を持つものだけでなく、任意の団体等にも
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その他の団体ということで指定管理者になる要件というのは備わっております。調査いた

しましたところ、バイシクルメンテナンスショップ藤沢さんにつきましては 2 名以上の団

体であるということ、それから定款等がしっかりとしていること等を踏まえまして、任意団

体であるということで認めさせていただきました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 今 2 名以上の団体って言いましたね。私が地元でちょっと話を聞いて

きました。そしたら彼は個人でやっている方でずっとやっている。そこで自分が好きで、自

転車を直したり、バイクを直したりして、販売をしたりしたことはある、ということは聞い

てきました。それと親戚の方にも聞いてきました。私の聞いた範囲では個人でやってますと、

そう言ってました。これはすること間違ってませんね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 定款、指定管理者指定するに当たりまして、ちょっと我々もその団体であるか

どうかというところは気になったところでございます。それで定款の方をお出しいただき

まして、確かに実務的なところについては自転車の販売等はほぼほぼ一人でやられていた

ようなんですけども、実際経営部分については団体という形でやらせていただいていると

いうことを伺いました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 それが何か証明できるものがありますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 定款をお出しいただいております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 その定款っていうようなものはこちらに提示していただくことはでき

ますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○高橋産業振興課長 うちの方にちょっと出していただいている定款がありますので、ち

ょっと内容で個性的な部分、個人情報の部分がない部分のところを確認させていただいて、

あと事業者の方に確認を取らせていただいて問題なければご提示させていただきたいと思

います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。金澤委員 

○９番 金澤委員 一般質問の町長の答弁でも若干その部分触れたところがあるんですけ

ど、私は実際にいざ始まって、使う側に立ったときに自転車を趣味としてサイクリストの人

ってのは自分の足で漕ぐことを目的にしてるので、電動アシストを使うってことはまずな

いはずなんだよね。その電動アシストは普通自転車で用をたさなきゃいけなくて、だけど自

分の脚力では漕げきれなかったりした人が電動アシストを使うのは普通なんだけど、ここ

で電動アシストを貸し出しするというのは、例えば西県道で（聴取不能）を自転車へ乗って

見てもらうとか、そういう目的の方の部分が多いんですか。そういうことで電動アシストを
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貸出に」するっていうことなのかね。普通に考えると、サイクリストってのは絶対電動アシ

ストなんか乗りっこないの。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 電動アシストを備える理由、それについては自転車の貸出をして

都市農村交流を目的として町内を周遊するようなコースづくりというものを来年度予定し

ておりましてというところなんですが、使っていただく方がさまざまであるということか

ら町内を周遊していただくために坂の多い町の中を見ていただくということを想定してる

のが一つです。もう一つは林道です。大正大学の発表にもあったんですけれども、山の林道

というものが何とかして生かせないかという話がある中で上り下りというものについて最

近のアシスト付き自転車って原付よりパワーがあるくらいの感じがありまして、上り自体

がアクティビティになるというようなこともございます。そういったところを半ば見なが

らという言い方になりますが、活用の手段として見込みながらアシストを入れているとい

う経過がございます。お答えになってますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 前にもちょっとお聞きしましたけれど、これについてちゃんと例えば

冬の期間中の凍った雪のあるときに、こういうときでも営業は続けると思うんですが、そう

いうときの貸出とかできないということもある中で、事故というふうなことも考えられる

ことについて保険的なことはちゃんとできるかということと、この期間中にもし途中でや

められたときには、何か罰則規定をつくってありますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 ご質問いただきました保険の件ですが、貸付業者ということになりますので、

保険に加入する義務が生まれてきます。ですので、各自転車貸出すに当たりましてはそれぞ

れの自転車に保険に入っていただくと、事故等起きましたら保険を適用していただくとい

うことになりますが、それぞれの責任についてなんですけども、例えば自転車の管理が不備

で、不備がありまして事故が起きた場合にはもちろん指定管理者の方でそちらについて賠

償していただく等、それぞれのケースに応じた対応というふうになってはございます。以上

です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 

○土岐未来農戦略係長 それから指定管理の期間中に指定管理者が業務を続けなくなった

ときの罰則規定の部分ということでご質問いただきました。それにつきましてはですね、罰

則という形でのものはないんですが、協定書と仕様書の中でそういった場合のルールにつ

いて定めてるものがございますのでご紹介いたします。まず基本協定書の中で管理運営の

継続が困難となった場合の措置等という項目がございます。それにつきましてはまず指定

管理者はその旨を町に申し出るということになっておりまして、町の方で精査させていた

だいてその申し出が指定管理者の責めに期すべき理由であるときには町は指定管理者に対

して改善勧告を行って、期間を定めて改善策の提出及び実施を求めることができるという
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ふうになってございます。またそれが不可抗力、もしくは町または指定管理者の責めに帰す

ることができない事由であるときには、町と指定管理者がその継続の可否について協議す

るものとするというふうに定めてございます。この不可抗力だった場合につきましては管

理運営業務実施の免除というような規定についてもございまして、そのような定めの中で

指定管理契約を結ぶということになってございます。そんなような運用でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 以前議会の方でもそのたべりこのときのことを許可して議会が承認し

ました。それで営業していただいた中で、中途という形の辞められ方をしました。町民の皆

様から議会は何してるんだと、皆が許したことが途中で駄目になってるじゃないかという

声がありました。こういうことは絶対にないようなことをしていただかなければ議会側と

してもまるでね、今言うように何してるんだっていうふうに言われますので、その辺のこと

十分注意していただいて、担当の方もその責任をとれるくらいのお気持ちでやっていただ

くようなようにやっていただければと思いますが、それだけの気持ちはありますかっちゃ

おかしいけど、ありますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○高橋産業振興課長 今回そういった形でご指定させていただいて、ご承認いただける中

で、3 年 2 カ月という長い期間になろうかと思いますけれども、にこりこ一帯全体をです

ね、また考えていく中で、他の施設のこともございますので、そういったところの中で、全

体を含めて協議会みたいなものも立ち上げて、全体の中の運営あるべき姿みたいなものを

求めていきながらやっていきたいと思っております。当然担当する職員についてもですね、

自分がその業務について成長する中で、一緒になってやっていく所存ではおりますので、ご

理解いただきたいと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。議長 

○中澤議長 ちょっとその 43万円くらいのその指定管理料ですか、それについてちょっと

お尋ねしたいんですが、先ほど金澤議員の質問の中で、この指定管理する業務以外にいわゆ

る個人としての営業も認めるというお話でした。っていうことは商売して儲けをあげれば

そりゃ自分のとこ入れていいですよということだと思います。たまたまやまびことテラス

さんは完璧に商売のための施設として、お使いになる。今回のこの自転車については半分は

その町の施設を管理するけれども、一方その片割れで自分の営業もしていいですよという

見方の仕方になってます。その場合にその指定管理料を算出するに当たって、そういう商売

をする場として与えた部分のことを斟酌してというか、考慮して 43万円っていうのは出て

いるんでしょうか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 ご質問いただきました件についてそういった自主営業で施設を使う部分につ

いては、料金として指定管理料の中についても考慮に入れて算出しております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 
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○中澤議長 全員協議会のときにね、いわゆる JAへ管理してもらう面積、それと今度のそ

のぷらプラのあの面積、そういう面積割みたいなことの説明は受けたんですけれども、要す

るに自分たちの営業して、そこで商売をするということを斟酌してるっていうような説明

を受けてないんで、していますということであれば、じゃあどのくらいを見て、だからどれ

だけを差引きして 43万に落ち着いたのですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 それにつきましては施設ぷらプラをですね、359日間その施設を使う賃借料と

いうことで計算をして、指定管理料としてその施設に係る費用から差し引いた額を指定管

理料としてお出ししているようになります。 

○中澤議長 差し引き（聴取不能）43万円になんでこうなるかわからない。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 条例に定められる利用料というのが 250 円になります。250 円の 359 日分と

いうことで、1時間 250円の 359日分ということで、86万 3,844円ということで積算して

おります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 

○中澤議長 要するに自分の商売の方のお金を差し引くんじゃないの。1 時間 250 云々と

いうのは貸せるお金じゃないの、この施設を。今私が聞いているのは指定管理をされて、そ

の建物を管理するということとレンタサイクルの備品を管理する、そのことの業務以外に、

冒頭で金澤さん聞いたように、個人としての営業を認めるとおっしゃったじゃないですか。

だから、そっちの部分って、だからもともと本当は指定管理料知らないけれども、100万も

らいたいんだけれども、引いて 43 万になってるわけでしょ。考慮しているということは。

だからそこの部分のお金どのくらい見たんですって聞いてるんですけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 担当 

○松倉担当 自主事業の営業についてなんですけども、それにかかる費用というのは指定

管理で利用施設として本来であれば貸し出す施設を利用して営業をするということですの

で、そこを占有している費用について指定管理者に負担をいただくという考え方で、その収

入ということで指定管理料から差し引く部分は決めさせていただいております。ですので、

そこで営業したことによって生まれた収入、実際の収入を考慮したわけではなくて、あくま

でその施設を自分の営業に使うという、その行為に対する施設の利用料金ということで、86

万 3,844円考慮しております。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 ちょっとよくわからなんだけどね、それ。普通ね、例えばね、どんな商

売でもね、テナントが入ったり色々すればね、テナント料とかあるいは家賃ってもの払うわ

けですよ。それをね、自分はそこで営業させてもらいます。指定管理料もいただきます。利

益も自分のとこ入れます。それってちょっとおかしいと思うんですよ。さっきの話にまた戻

りますけど、例えばやまびこテラスは自分でやります。お願いします。お金をこれだけ払っ
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ても営業させていただきますって言ってるわけじゃん。だったらそこもそういうふうにし

てったらいいんじゃないの。できるわけだと思うんだよ。自分が自信あったら。それが当た

り前だに。そんなの世の中のテナントとかその場所を借りてやるには。どんなとこでもそう

です。かかるわけだもんで。その辺どんなふうに思いますか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 課長 

○高橋産業振興課長 指定管理料の件なんですけれども、町が指定管理に出す部分につい

ての施設については公の施設について指定管理をお願いしている部分がありまして、公の

施設ってことでありますので、住民の福祉や厚生について進めていく増進の施設というこ

とになります。今言われたようにやまびこテラスさんのようにですね、その部分はいらない

から自分のところで上がった分は納入するよというお話もありますけれども、通常はそう

いった目的を達成するためにそういった施設を町ができない部分、第 3 者指定管理者の皆

さんが持ってるノウハウを持って営業をしていってもらうことによってそういった目的を

達成させてもらうってこともあるので、最低限の施設の利用に関する利用料じゃなくて、維

持管理料ですか、そういったものを考慮してお願いをするということで、町と若干のそうい

ったもらっていないところもありますけれども、そういったことに基づいて指定管理料の

方を算出させていただいて、お願いするところでございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に。金澤委員 

○９番 金澤委員 先ほど私が質問したことの保留になっていることの問題が今ここで多

分まさに論議されてると思うんだけど。だから私が再三言うのは同じ役場の業務がする窓

口で大きさ、直売所はかなり大きいから全然規模が違うけど、今のやまびこテラスと旧ぷら

プラ、この自転車屋になるところはそう差異がないぐらいの大きさなんだけど、業種は違う

にしても、同じ役場の窓口で指定管理をするとことで片方は納付金、家賃じゃなくて納付金

って形でお金をもらう。片方は払うと。この差が同じ行政でやることでなんであるんですか。

そこがもう全く理解できない。多少の金額の違いとかね、そういうのならまだ理解できるん

だけど。これだけもう雲泥の差があることが同じ指定管理という呼び方でする対象に対し

て、相手の事業者がそういう申し出をしたからということで済まされることなんですか、行

政でやることで。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 誰か回答を。課長 

○高橋産業振興課長 そうですね、今お話をいただいたところなんですけれども、確かに振

興公社から変わってきたときにおいても指定管理料だいぶ高額な指定管理料払っていく中

で、今やまびこテラスですとか、みのわ加工とか、変わってきたときに指定管理料だいぶ落

ちてきた経過もございます。またその時から今回また出すに当たって振興公社から変わる

にあたってだいぶ指定管理料の方が下がってきているというところもありまして、同じ施

設ごとでまとめてもらって公社で見ていただいたぷらプラですとか、直売所とか、かこうじ

ょがあるんですけれども、一つまとめてやることで少し高くなってた部分もあるのかなと

は思うんですが、一応指定管理料についてはそういった施設を管理していく、運営していく
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上で必要な部分について見直していくということで、やってく事業などを指定管理者と協

議する中で、決まってきているってこともありまして、確かにおっしゃられたとおり余りに

も金額が大きく変わることについてはちょっと問題もあるのかなとは個人的には思います

けれども、一応そういったもの金額の算出というものを一応出しておりますので、そういっ

たもので算出をしているってことで、また後ほど出させていただく資料の方でそういった

ものもお答えさせていただければかなと思いますので、お願いします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員 

○９番 金澤委員 もう一つ、今こういう話になってきたんでね、実際にやまびこテラスも

指定管理を設定するときの当初の事業計画に対して、その後コロナがあって非常に大きな

ファクトにはなっているけど、それにしても、事業計画に対して現実にやっていることが余

りにも違い過ぎる、中身がね。営業時間にしても何にしても。そういう実態があるわけです

よ。1年未満の間に。だから、そういうことからして 1社しか申し出がないものがすんなり

指定管理者として指定されて、すんなり決まっちゃっていいものかってのはすごく危惧す

る。それを議会に我々委ねられたときに、はい、わかりました。はいって言って採決簡単に

はできないよ、正直。1年未満の間にそれは現実として見てるわけですから、私は。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 町長か、副町長呼んでこなきゃ無理だなこれは。木村

委員 

○７番 木村委員 債務負担行為なんで、これ限度額なんで、これだけ払わなきゃいけない

っていう決まりではないんで、そこのところを検討していただければあれじゃないですか、

要するにこれだけ払わなきゃいけないっていうこれはただ 100 円でも 1,000 円でもこの限

度額の中で、あくまでも限度額なんで、そんなとこで、それでこれも検討していただければ

どうですか。見直し。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 さて弱ったけれど。青木委員 

○３番 青木委員 私も何となくわからない部分なんだけど、要するに大義としては町が

こういういろいろ観光資源だとか、そういうとこ生かす、そういう名目でこういうバイクを

貸し出すと。そういう名目の中でそれが一つ。それから公の施設を管理するんで、ここは管

理料として私もさっきも言ったけど、経費、コストというのはどういうことになるか、ちょ

っと整理して説明してほしいよということを言ったんですけれども、逆に役場の皆さんが

それじゃあそこへトイレの掃除だとかいろいろね、メンテナンス含めて職員がそこへ行っ

たときには人件費はこういうふうに見積もってます。それからそういう公の施設を管理す

るためにはこういう経費がかかります。そのための管理料をお支払いします。っていうこう

いうきちんとした説明ができればね、今んとこはそこの部分については納得できる説明が

あればいいのかなと感じてるわけです。だから是非そこをちょっともう少し詳しく説明し

ていただきたいなと思います。民間の業者だもんで、当然ね、そこで商売やるならそれは利

益が上がった分はそれはまたちょっと別の枠で考え方あるんでね。管理料と一緒にするこ

とはないと思う。その利益が上がったとかそういうことは。と私は考えますが。どうします
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かっていうもんでそこを再度言っていただきたいとこういう話をしました。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 これちょっと質問ちょっと整理をさせていただきま

す。要するにこのバイクのメンテナンスショップっていうのはこの北部、北部観光協会の北

部さん、三つの町村の中でもサイクリングというものに大分そういったことを重視して観

光の一つのあれにしていこうというその背景も当然あったっていうことだと思うんですよ

ね。その中で町長、何となく町長の肝入りだっていうことも十分わかるし、そのことについ

て指定管理の公募したところが 1社しか応募がなかったと。それについて年に 48万 3,000

円ですか、43 万 8,000 円か、それだけの要するに指定管理料をお払いをします。その範囲

の中でということであるようですので、これについてその額というのは先ほど松倉さんも

一生懸命なかなか言ってることがちょっと我々も理解もちょっと難しくて理解できないん

だけど、1 年間にそれだけのお金を払います。あと個人で、この藤沢さんが収入というか、

それについてはそれはそれで別個に考えていますと。要はその背景の中で当然これも一つ

の任意の団体でも認められるということなんで、先ほど何ですか、中のそういった文章もあ

るということで、これについては一応任意団体ということで認められると。町としてもです

から指定管理者に指名をしたという経過ですよね。非常に伊藤さんたちが心配しているの

は途中でそれが中止に、うまくいかなかった場合にはということですけども、やはりそれに

ついてはそれぞれの規約があるということなんで、それもわかりました。ですよね。今回こ

れについて当然採決とらなきゃいけないんで、これについて皆さんたちから何かとるにつ

いて、不都合なことはありますか。採決を取りたいんですけど。金澤委員 

○９番 金澤委員 採決するについて指定期間の変更と及びになってるよね、と指定管理

の指定ってのが二つあるんで。私はだから指定管理の変更はいいですよ。だけど指定につい

ては賛成できませんということになるんですよ。だからそれは採決どうなるんでしょうね、

二つだと。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 分けてはできんでしょう、それは。 

○９番 金澤委員 だから一つが駄目ならもう反対、反対するしかないね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員 

○１番 伊藤委員 上のね、こっちの部分に対して私も何も問題ないと思う。上の方はね。

ただし、下については先ほど木村議員さんも言いましたけれど、この指定管理ってのは増減

がない、金額的にはじゃないもんだから、もう一度考えて見直した形のものを出して頂けれ

ばと思います。議会として判断のできるような形のもの出していただければと私はそうい

うふうに言いたいです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 

○中澤議長 予算のことについては上限額だから実際の契約までにちょっと精査していた

だく、実際に目一杯使うかどうか別問題だけど、そういう話が。もう一つは危惧しているこ

とがあるんでね、要するに例えばやまびこテラスが 1 年前に我々に出された計画通りに皆

さんが選んだ計画通りに動いていないじゃないかとか、そういうことを危惧されてるわけ
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だよね。それだもんで。それに関してはやっぱり契約に、例えばこれを通した場合だよ、こ

の後実際に指定管理の契約をするに当たってはさ、もう少し何とかその計画が遵守される

ようなことをさ、担保するようなことを皆さんからちょっと発言がないとさ、ただただどう

するじゃいかんもんでね、契約に当たってはどういうことか知らんけれど、とにかく何らか

の格好でちゃんと審査に無事に出されたそれがちゃんと約束されるように何かしますとか

さ、課長はそうは言ってもはっきり言ってもらわないとさ、と俺は思うんだけどね。このま

ま採決したらなかなか今みたいな話ですんなりあれにならんと思うよ。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 そうですね。課長 

○高橋産業振興課長 議長さんからお話いただきまして、先ほど伊藤議員さんからも罰則

がないのかというようなお話もありました。協定書の中でね、罰則まで書いてないんですけ

れども、お互い協議してのような旨があったんですが、そういったところ今議長さんのお話

もいただいたところもありますので、ある意味何かを担保するという意味でいけば罰則的

なものもある意味必要ではないのかなということを今改めて思ったところもございますの

で、これから協定書を結ぶ段階、お認めいただければ入っていくところになりますけれども、

こういったものを取り込んでいけるかというところを相手方と話をして、できることであ

れば指定期間、もしくはそこから先続けていっていただきたいというのがこちらの思いで

ございますので、そのところをちょっと担保できるかどうか含めて検討できればと思って

おります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 今高橋課長の方からそれぞれそういったお話があり

ました。これまだそれこそこれがすごく、すごく盛ってそういったことも出てくるかもしれ

ません。ですので、議会と委員会としての心配はやっぱりもしのときにはどうするんだとい

うくらいのことはとてもやっぱり心配であることは事実で、この藤沢さんって方自身がそ

れぞれ皆さんたちが調べているっていうか、聞いてる話の中で、大丈夫なのかという心配も

あるわけですので、そこら辺は町がきちんと担保してそのことについては大丈夫ですと、そ

ういうふうに言っていただければ、我々とすると信用して採決したいなと思いますので、そ

ういったことを前提にこれについて、これから会議を進めてきますんでよろしいですか。そ

れでは質疑ございますか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 質疑なしと認めます。それでは討論に入ります。討論

ありますか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは採決をいたします。議

案第 15 号 箕輪町公の施設の指定管理者の指定期間の変更及び指定管理者の指定につい

て、原案どおり決定することにご異議ございませんか。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、可決することといたします。本会議
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でその旨報告いたします。 

【産業振興課・商工観光推進室 終了】 

⑥建設課 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは会議を再開をいたします。建設課に係わる

案件を議題といたします。議案第 16号 箕輪町町道の認定について細部説明をお願いしま

す。課長 

○小澤建設課長 議案第 16号 箕輪町町道の認定についてということで現地審査の方あり

がとうございました。今回の提案は町道 497 号線と 498 号線の 2 路線でございます。いず

れも松島地籍にて民間企業による住宅造成に合わせて道路整備が行われ、町へ寄付された

公衆用道路ということでございます。497 号線につきましては起点が大字中箕輪 10363 番

地 10 先、終点が大字中箕輪 10363 番地 13 先ということで、延長が 57.0m、幅員が 5.0m

です。498号線につきましては起点が大字中箕輪 10215番地 12先、終点が大字中箕輪 10215

番地 8先ということで、延長は 70.0m、幅員が 5.0mということになります。細部説明は以

上でございます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは、細部説明が終わりました。質疑を行います。

質疑のある方挙手をお願いいたします。 

 （「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 質疑なしと認めます。それでは討論に入ります。討論

ありますか。 

 （「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それでは、採決いたします。議

案第 16 号 箕輪町町道認定について、原案どおり決定することにご異議ございませんか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 異議なしと認め、決定することといたします。本会議

でその旨報告いたします。 

【建設課 終了】 

⑥水道課 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは水道課に係わる案件を議題といたします。

議案第 13 号 令和年度箕輪町水道事業会計補正予算(第 2 号)についての細部説明を求めま

す。課長 

○田中水道課長 それでは議案第 13 号 令和 2年度箕輪町水道事業会計補正予算(第 2 号)

について、ご説明申し上げます。予算に係る部分につきましては本会議において概要につい

て説明させていただきましたので、内容につきまして水道 6 ページからの予算実施計画説

明書にて説明させていただきたいと思います。説明は係長からいたします。よろしくお願い

します。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 係長 
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○柴宮水道管理係長 それでは 6 ページ補正予算実施計画明細書(第 2 号)の収益的支出か

らになります。よろしくお願いいたします。まず支出になりますが、水道事業費用の 1営業

費用の 5目の総係費でございます。補正予定額といたしましてマイナスの 17万 8,000円で

ありまして、内訳といたしましては手当が 12万 8,000円の減、法定福利費が 5万円の減と

いうことで、こちらにつきましては人事院勧告を踏まえた支給月額の改訂により計算した

結果減額を要求するものでございます。そして、減額となりました 17万 8,000円分を予備

費を増額させるというものでございます。 

○木村水道工事係長 7ページからの資本的収入及び支出でございます。収入に関連して支

出がありますので先に 8ページから説明させていただきます。資本的支出、建設改良費、配

水設備工事費といたしまして工事費を 300 万増額するものでございます。こちらにつきま

しては分譲地の新規造成地が 1 件増えたということ、また上水管布設工事として木下保育

園へ向けた水道工事を水道事業で行うという形にするものでございます。これに伴いまし

て、お戻りいただきまして工事負担金の増ということになります。当初水道事業として計画

していなかった路線に水道管を布設する場合に口径を増径というか大きくする部分で町の

方で、町と言いますか、水道事業の方で工事を行います。その増径しない場合、例えば保育

園ですと 50 ㎜でいいところを 75 ㎜にするという工事を行うんですが、例えばの話ですが

50 ㎜分を自分で引くという部分についてその受益者に負担していただくという形のものが

ございまして、その負担をしていただくものを負担金として収入として見るものでござい

ます。1枚またおめくりいただきまして 8ページになります。 

○柴宮水道管理係長 続きまして、老朽管更新事業費でございます。の手当になりますが、

一般職員諸手当減ということで 1 万 2,000 円、それから法定福利費が 8,000 円の増という

形であります。こちらにつきましても人事院勧告を踏まえた改定によりまして、補正をお願

いしたいものであります。 

○木村水道工事係長 同じく老朽管更新事業費の 18 委託料を 500 万円減額、その次の 27

工事請負費の工事費、請負費を 500万増額するものでございます。現在福祉施設ですとか、

避難所に向けて古い管を耐震管にするという事業を行っていますが、落札比率等の関係で

委託料が減になり減りましたので、その部分を工事として今年度行いたいということで、科

目の組替えをするものでございます。以上です。 

○柴宮水道管理係長 9ページ以降の給与費明細書につきましては、また改めまして確認を

いただけたらと思います。以上になります。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりました。質疑に入ります。

質疑のある方は挙手を願います。質疑ございませんか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 質疑なしと認めます。それでは討論に入ります。討論

ありますか。中澤委員 

○１０番 中澤委員 人事院勧告に従った手当等の減額が予算に組み込まれているよね。
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認められません。反対です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございますか。 

 （「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは討論を終了いたします。それでは採決をい

たします。議案第 13 号 令和 2 年度箕輪町水道事業会計補正予算(第 2号)について、原案

どおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。 

 【賛成者 挙手】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 賛成多数で議案第 13号 令和 2年度箕輪町水道事業

会計補正予算(第 2号)は原案どおり可決することと決定いたしました。本会議でその旨報告

いたします。 

【水道課 終了】 

⑦議会・監査委員事務局 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは議会監査委員事務局に係わる案件を議題と

いたします。議案第 9 号 令和 2年度箕輪町一般会計補正予算(第 10号)で細部説明を小松

次長お願いいたします。 

○小松議会事務局次長 それでは 19ページですが、一般職職員に係りますものについては

総務課の関係になります。それ以外としまして議員さんの期末手当の減ということで 26万

1,000円、あと行政視察や議員さんの研修の関係の運転代行の謝礼や議員さんの旅費という

ことで謝礼の方報償費で 40万円の減、旅費の方で議員さんの旅費 151万 4,000円と随行の

職員の分の旅費の減ということで 13万 9,000円、合わせて 165万 3,000円の減としてあり

ます。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 局長 

○深澤議会事務局長 ただいま説明を申し上げましたとおりの補正でございますが、今回

はコロナ禍の中にありましてコロナの影響により実施ができなかった研修でありますとか、

視察でありますとか、そういったものに関係しました旅費でありますとか、報償費でありま

すとかを補正により減額をさせていただいたものでございます。ご審議よろしくお願いい

たします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは細部説明が終わりましたので質疑を行いま

す。質疑のある方は挙手をお願いいたします。ございませんか。 

 （「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 質疑を終了いたします。討論に入ります。討論ありま

すか。中澤委員 

○１０番 中澤委員 人事院勧告に関する手当の減額が組み込まれていますので、反対し

ます。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 他に討論ございますか。 

 （「なし」の声あり） 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは討論を打ち切ります。採決をいたします。議

案第 9 号 令和 2年度箕輪町一般会計補正予算(第 10 号)を原案どおり決定する方の、賛成

の方の挙手を求めます。 

 【賛成者 挙手】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 賛成多数であり、原案どおり可決することといたし

ます。本会議でその旨報告いたします。 

【議会・監査委員事務局 終了】 

2日目 

⑧請願陳情 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それではおはようございます。すみません、若干時間

が遅れてしまいました。申し訳ございませんでした。それではただいまより、総務産業常任

委員会陳情についての審議を始めたいと思います。ただいまの出席議員は 7 人全員でござ

います。それでは陳情受理番号 9 番から陳情項目 財産区議会議員選挙での供託金制度の

適用を除外することを求める意見書を提出することを求める陳情についての説明をお願い

いたします。 

○深澤議会事務局長 受理番号 9 陳情書・意見書 朗読 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ただいま局長より陳情書の説明、また意見書の朗読

を受けました。当常任委員会では地方事務所の課長をはじめ、勉強会などをしてですね、こ

のきっかけはこういったことがあったんですけれども、金澤委員の方から、以前からもこう

いった財産区の会計の問題についてはですね、前々からそういったお話もありました。この

ことについてはそれぞれ皆さん一緒だと思いますけれども、陳情の対する審査であります

ので、お一人ずつご意見を述べていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

それでは金澤委員からお願いします。 

○９番 金澤委員 これは区長会の方は率直な意見というか要望でこういう意見書が作ら

れたと思います。区長自身もこの財産区議会議員に対する知見っていうのはまだまだここ

にわかに上がってきたものなんで、その後昨日の小田切係長の説明にもありましたし、上伊

那振興局の課長来たときにも言ってましたけど、とにかく 12 月 12 日、まさに 2 日後にと

にかく交付されたものが即除外がされるっていうことは過去においてもないんで、最低で

も昨日の話は 2 年っていう話がありましたけど、私の認識だと 2 年から 3 年、3 年くらい

って先までは出したところでまったく適用されないと思いますので、これはこれで出すと

して、更にそこに各区ごとに根本解決に向けて今後も引き続き継続、検討していくっていう

のを付け加えて出すっていうのがいいかと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員 

○１０番 中澤委員 異議なし。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それだけ。他に言うことはない。木村委員お願いいた

します。 
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○７番 木村委員 この陳情自身はこれいいと思うんですけど、ただ先ほど金澤議員が言

ったようにこの前も振興局行った時も何か不都合というのが全国的に出てこない限り、国

では 2 年間以上は改正を 2 年間ぐらいは改正しないというのがもうそういうふうに不文律

みたいな感じになってるみたいですので、これはこれで出すにしても先ほどもちょっと金

澤議員とも話したんですけど、財産区のあり方ってものを根本的に検討するということを、

どういう項目がいいか、ちょっとどういう字句がいいのか、ちょっと分かりませんけれども、

加えて、これに加えてつけ加えて出せばこれで私はいいと思ってます。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 伊藤委員お願いいたします。 

○１番 伊藤委員 全く今金澤さんが言っていただいたとおりでございますけれど、一番

ネックになっているのは各区の区民たちがこのことについても理解をされていないってい

うこと、それで各区においても、これ例えばこの年度終わる最終区常会辺りに常会長さん集

めて説明はするでしょうけれど、それなりの理解をしていただくような浸透を図っていく

ことが今後も大事ないじゃないかとこんなふうに思ってます。このことについて意見書を

出すことについては私も全然不都合ではないし、賛成でございます。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員お願いいたします。 

○３番 青木委員 区長会のこの請願書、私もそのとおりだと思っています。この趣旨を見

ると、まずは立候補を志すものが障壁になってるってことと、一つはなり手不足。これが原

因でなり手不足が益々進行するっていうことが主な趣旨で書かれています。いろいろ 2年、

施行後 2 年だとか、そういうことをいろいろ説明する中で行われるわけで、これは素直に

なり手不足には障壁になっているということを文面で強く謳えば私はそれでいいと思いま

す。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員お願いいたします。 

○２番 岡田委員 私もこのとおりだと思いますし、区長会の皆さんの苦悩もよく理解で

きますので、このまま上げていいかというふうに思います。その今後の区のあり方について

の文面か何かをつけ加えるというのが国に対して何か言うってことなのか。ちょっとその

辺がどういうものになるのかがちょっと私国に対して何かを求めるっていうのがちょっと

今余り想像が浮かばないので、またお聞かせいただければと思います。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長、立場でちょっと何か。 

○中澤議長 今岡田さん言ったように何とかの云々って付け加えるっていうのは、この意

見書はね、内閣総理大臣と総務大臣に提出するってなっているんだけれど、そうじゃなくて

やっぱり区のあり方そのものをもうちょっと町が指導するべきだと思うんだよね。区議会

選挙をしなくても済むようにっていうような方法があるっちゃ説明も受けてるもんで、出

すんだとしたらこれはこれでもうそのまま出して、町に対してもう少し区議会議員選挙を

しなくても済む方法の説明とか、取り組みの指導を徹底していただきたいっていうか、そん

なような文章出すっていうことじゃないのかなって。この文章へ何か一文加えてっていう

のは岡田さんも言ったようにちょっと私もピンとこない。ですので、付け加えてっていうそ
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の金澤さんや木村さんの意図は分かるんで、その出す先はその付け加える文章はやっぱり

違うと思うんだよね、区が悩んでいる。だからもうちょっと町はもうちょっと親切な指導し

ろっていうか、詳しい指導しろっていうか、そういう要望書なり何なりを合わせて出したら

どうですかっていう感じはします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員 

○９番 金澤委員 もう一つこの意見書の日付、提出する日付を最低でも 12 月 12 日以降

にしないとこの文章って適用にならないんだよね。施行されるのが 12日からもんで。なの

で 12 日以降に施行されたものについて除外という形になるんで、一つは 12 日以降の日付

にするのが適当かなと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 これ最終日ということになれば 14日っていうことに

なりますよね。それぞれの委員の皆さん方からご意見をいただきました。こういったことっ

てのは当然皆さんすべてわかっていることで、それこそその通りだというようなことなん

ですけども、今も議長やらそれぞれの皆さんたちからご意見あったように、要は町の指導と

いうのをやっぱりこれ特に大事だというふうに思います。供託金制度の除外を求めるのは

総理大臣、そして総務大臣というようなことのようですけれども、現実にこれから 2 年間

くらいはこういったことがどこのところでも、たぶん日本中必ず出てくるわけで、そういっ

た中でやっぱりいち早く箕輪町がこういったことに目をつけたということも事実ですけれ

ども、当然町への指導だとか、そして今後この供託金についても前回企画の中でもありまし

たけれども、町でお金を用意するというようなこと、どうなのかとか、議長さんが言うには

悪い承知で手を貸すみたいな、そういったことにもつながるっていうことがあるんで、そこ

ら辺のところもちょっとそれぞれありますので、この意見書の提出について、まずこの意見

書、今この意見書がついておられますけども、この意見書を何かしら文面を変えて提出をす

る。すみません、それじゃあこういった陳情書が出てまいりましたが、これについて陳情書

の受理をし、意見書の提出をするということについての賛成をとるということでいいんで

しょうか。 

○中澤議長 なので採択するか、不採択とするかの討論をしてもらって。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 わかりました。これについて討論のある方。 

 （「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それではこの陳情書について

採択することに賛成の方の挙手を求めます。 

 【賛成者 挙手】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 全員賛成で、これは可決をされ、陳情書の提出をいた

すことにいたします。それでは意見書の文面についてですね、ちょっと。 

○深澤議会事務局長 意見書としての体裁整えたものをお配りしますので、ご確認くださ

い。 

９番 金澤委員 もう一つ。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員 

○９番 金澤委員 この意見書にそれを織り込むかどうかはしないと思うんだけど、要は

これ供託金を除外するということはイコール天秤にかけてるときに選挙ね、公営の拡大と

いうのがあるから形としては実際には選挙になりっこないんで、ポスターもビラも実際に

は配らないんだけど、この除外をするということはイコール選挙公営の拡大も同時になく

なるはずなんだよね、理屈として。供託金だけなくしておいて、選挙公営のビラとポスター

とか、車代は同じように出すってことが生きるということはないと思うんだよ。片手落ちに

なるからね。だから除外するっていうことはイコールそっちの選挙公営の方ももう廃止と

いうか、なくなるはずだと思うけど。ただ、そこまで織り込まなくてもいいと思うけどね。

理屈としてはそうなるはず。片手落ちになっちゃうからね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 

○３番 青木委員 我々はね先まで進んでるんだけれど、考え方もね。それでいろいろ聞い

てるけど、素直にこの意見書だけ見た場合には、要は供託金制度はわかって、ここに出す文

書にも公的な選挙制度の秩序を保つ側面がある一方でっていって、供託金制度ってのはそ

ういうもんだというのをはっきりここで書いてあって、それを選挙の前提になるには（聴取

不能）への立候補が障壁になって担い手不足になるということもこの意見書に書かれてま

すね。素直な気持ちだと思います。それで、金澤さんの言ってることはよくわかるんだけれ

ど、意見書を尊重するということになれば何て言うのかな、文面から見る本当のところだけ

を今回は出してもいいような気がします。追加するとか、あるいはそこに踏み込んで今金澤

さん言ったような部分ももちろん関係することだけれど、この区長会から出されている意

見書というものはとにかく供託金というものが障壁になっていると、それだけのことで私

は今回はいいと思いますけれど、どうでしょうか。私はそういう意見です。えらい意見書に

追加するということはそこまで北原区長も考えてないと思うんだよね。考えているんだけ

ど、そこまで。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員 

○７番 木村委員 私もつけ加えたこの文面で良いと思うんですけど、ただつけ加えてっ

て言った理由は議会とこの組織等ってので地方自治法で第 296 条の中に財産区の議会の議

員の選挙については公職選挙法第 268 条の定めるところによるっていうことで謳っちゃっ

てるんですよね、もう定めることっていって。なので公職選挙法改正するのか、そっちを直

せば一気に行っちゃうかなと思って、そういう趣旨でちょっと加えたらどうかなというふ

うに思った。ですので、別に特にね、この文面がいけないとかそういうんじゃなくて、これ

はこれでいいんですけど、ただそこの根本的なものがあるかなと、そこを改正しない限り出

てくるかなと思ったもんでそこへどうですかということを入れただけで、特に拘ってはい

ません。ただ、そう思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 どうですか、今木村委員の方からそういった意見が

出ました。それも確かに一理。中澤委員 
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○１０番 中澤委員 この前、県の振興局の職員の人に僕がその県議会にね、提出したらど

うなりますかっていうふうに言ったら県議会で専門委員会とかで審議されるんでしょう、

その方法も一つありますねというふうにアドバイスをいただいてました。これ今木村さん

の提言は俺要するにこの文面に添えてその情報を入れた文章を県議会に飛ばして、県議会

に、要するに国に出すべしっていう意見書として出すっていう戦術がありなんじゃないか

なと思います。この前の話の中でもやっぱり市町村単位で制度が違うので、県議会から国に

出してもらうような意見書に今木村さんの作戦を組み込んだら有効なんじゃないかなって

いう意見。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 これ原本でいくと意見書を内閣総理大臣、総務大臣

に提出をする、これを県会議長なり県議会に提出をする。 

○１０番 中澤委員 国に提出するよう求める陳情書みたいな。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 今それぞれちょっとご意見が提出先についても出ま

したけれどもどのように取り扱えばよろしいでしょうかね。伊藤委員 

○１番 伊藤委員 区長会から出てきているものが陳情書なんだよ。それで区長会から議

会に対して要望書を提出してほしいっていうふうだもんで、それをつくってあるのが町議

会なんだよこれ。だから、町議会の意見として出す部分だから今言われたことは議会から出

すに、じゃあ今言ったように県へ上げるのか、国に上げるのかという部分だから、その辺の

ところは公職選挙法を元から変えていくっていうことについては県へ上げても、国に上げ

ても、先に言ってもどっちへ行っても別におかしい話ではないので、それ別にその辺のとこ

は、先にどっちに出すとかじゃなくていいじゃないかなと私は思いますけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それぞれちょっとご意見が出ましたけれども、どう

でしょうか、ちょっと。特に何かご意見があれば、金澤さんどうですか。 

○９番 金澤委員 出てきてるもんでちょっといじるのもめんどくさいけど、要は結論的

にはね、今木村さんが言ったように、要は今回改正された部分のところを財産区議会議員へ

の適用を除外するということがこの解決になるわけ。そこを除外すると供託金も廃止され

ると同時にもう片方の選挙行為の拡大も同時になくなるから、それでいいと思うんだけど。

このままでもいいっちゃいいけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員 

○７番 木村委員 このままでも区でね、区長会で出してきたものっていうのは十分伝わ

るもんで、ただ私たちは勉強させてもらったもんで色々出てくるけど、ただこういう方法も

あるよということで私はちょっと言わしてもらっただけで、公職選挙法を改正するのも一

つの手だし、その財産区に公職、議会に公職選挙法を適用させないというのも一つの手だと、

そうすればすべてのことが何か皆解決するような気がするもんで、ちょっとそういう話を

させてもらったということです。だから特にこだわりません。 

○中澤議長 準用規定を除外しろなり何なり改めろっていうことなの。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 財産区議会議員の要は公職選挙法（聴取不能） 
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○３番 青木委員 適用を除外するっていうことは最終的にはそういうことになるけどね。 

○７番 木村委員 適用を除外するっていうことは（聴取不能） 

○２番 岡田委員 広くとれっていう。 

○３番 青木委員 最終的にはそこにいくと思うよ。要は除外してもらいたいと。 

○中澤議長 木村さんが言っているのは何、準用規定を。 

○７番 木村委員 公職選挙法を改正するのが準用規定だし、自治法を改正して財産区選

挙っていうか、区議会議員に要は公職選挙法を適用するっていうのが今あるんですよね。だ

からそれをしないっていうのも一つの、そうすると全部片付くかなっていうのと、これは公

職選挙法の準用規定を取れということだもんで、目的は同じだけど、趣旨としては供託金の

これだけは、供託金だけを外せって言って陳情が出ているもんで、私たちは今それ以上のと

ころへちょっと踏み込んでいるかなっていう気もしますんで、最終的にはだけどそういう

とこへ行くんじゃないかなと思うんですけど、陳情の趣旨から言うと供託金だけの趣旨で

すね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 

○中澤議長 要はここへ出されたのはそりゃ区長会の素直な意見書なのかもしれないけれ

ども、ここから出ていくときは議会として出ていくことになるもんで、やっぱりできるだけ

何て言うのかな、制度、法律に乗っ取った形の意見書の方がいいと思います。だから木村さ

んのおっしゃるような形の方がいいと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長がうまくまとめていただきましたけれど、ちょ

っとじゃあそんなふうに、局長これ文章どうやるの。だもんで、要は議会として出すってい

うことですので、公職選挙法の中での財産区議会議員の選挙については除外、除外か。議長

がおっしゃるように議会で議会の意見書として出すわけですので、そりゃそういうのが。金

澤委員 

○９番 金澤委員 今のままだと要するに 12 月 12 日以降適用されるんで、極端なこと言

えば来年の 1 月の財産区議会議員選挙にまず間違いなく無投票になるだろうということは

99.9％予測されるけど。だけど自分でポスターを作って、ビラも作っていいわけなんだよね。

それを申請すれば補助金っていうか、公費で賄えるからそういうことをする人がいても全

然できちゃうんだよ。今の場合は、実際には多分しないと思うけど。当日受付締切までは選

挙になるかならんかっていうのは事実上わからんわけじゃん、形の上は。だから今度の財産

区議会議員選挙はポスター作ったって、これが公費でおりるわけだからね。昨日の説明があ

った上限内では。ビラもつくりゃ下りるわけ。上限範囲内で。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員 

○３番 青木委員 文面はいいんで、作ってもらっていいんだけどね、否定するものないけ

ど、とにかくね、今金澤さんの言った意見もそういう人もいると当然ですよね。ここは適用

を除外するということをバンとシンプルに出した方がいろいろ先のことまでやっちゃうと

ぼけてきちゃうんだよね。ぼけるっていうか、ぼやーっとしちゃうか。だからもう適用を除
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外したい、除外してもらいたいっていうここを強調すれば、あとは適用除外するためにはど

ういうことになるかということがおのずと紐でくっついてくると思うんですよ。だから、私

も最初から言ってるけどシンプルに出すこともそれはいいんじゃないかなと思うんだよね。

この 99条の規定もちょっと書いてもらってもいいんだけど。要するに趣旨がぼやけないよ

うな文章の方がいいと思うんですよ。とにかく適用除外してくれとそういう意味での方が

その文章で。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 今青木委員の方からそんなようなご意見が出ました。

ただ、先ほど議長が言ったように箕輪町議会としての意見書の提出になりますので、区長会

の意見書の提出じゃないんで、そこら辺のところはある程度きちっとしたものの方がいい

ような気がするんですよ。要は区長会の名前で出すんなら別に何の問題もないのかもしれ

ないけども、箕輪町議会として、要は国なり県なりへ出すといったときに余りにもちょっと

ぼやけるっていうよりも、もうちょっと考えて書いてよこせっていうくらいの感覚もある

ような気もするんで、やっぱりそこら辺のところはきちんと公職選挙法の中の財産区議会

議員の選挙については除外をしろという要望の方のが、気もしますけど、皆さんどうでしょ

うか、ご意見。今ちょうど分かれてるんで。金澤委員 

○９番 金澤委員 じゃあそういうことで色々意見が出てますけど、思いはそんなに変わ

らないと思いますんで、私は木村さんに一任をして局長と相談の上つくってもらう方が時

間もスピーディーかなと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長 

○中澤議長 ちょっと暫時休憩にしていただいて、この文案をいずれにしろ直さなきゃい

けないもんで、今金澤さんの意見もあったんだけど、ずっと聞いていた事務屋のプロさんが

ここにいるんでね、今までの皆さんの意見を聞いて、それで元プロだった木村さんもいるん

で、ちょっと 10分とかそのぐらいでつくってもらって、そこで会議を再開したらどうです

か。その間に残ってる人たちはその町へ出すものの見当でもしていたらどうですか。以上で

す。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 議長がうまくまとめていただきましたので、それで

はここで暫時休憩といたします。すみませんけど、局長と木村さん申し訳ないんですけどち

ょっと。それから 10分くらい、50分に再開をするということで。あと先ほど町のやっぱり

町のその財産区に対する指導ってどんなふうにしたらいいかということも含めてちょっと

皆さん方それぞれちょっと。暫時休憩といたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 会議を再開いたします。今それぞれ木村さん、局長と

相談をしながらですね、意見書の文面について協議をしていただきました。木村さん、その

経過をちょっとお願いします。 

○７番 木村委員 結論的に言いますとこのままでしょうがないかなって。っていうのは

自治法を改正した場合に、全国で選挙をやっているとこがあるんだそうです、財産区の。そ

うするとそこも選挙ができなくなっちゃうっていうことと、があるということ。それから一
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つはですのでちょっと難しいかなというのと、例えば供託金を廃止した場合にうちの場合

はいいんですけど、選挙費用も今供託金と合わせて適用になっているので、だもんでその選

挙費用も今度自腹で出さなきゃいけないっていう、供託金払わなくていい代わりに選挙に

なったときは自腹で払わなきゃいけないっていうとこも出てくるっていうことで、ってい

うことで今回はこの結論的に言わしてもらうと、これでこの文面でいくか、後はお任せする

か、やり方については国、県にお任せしたらどうかということで、これやってると色々問題

出てくる、これだけでもかなり問題があるんですよね。今言ったように色々やっていくと供

託金を外したことによって、逆に言うともし選挙やったときに今は選挙ないもんでいいん

ですけど、選挙やったときには今度は私たちはね、なったじゃないですか、ポスターとか、

車とか、そういうの全部ビラも出せるようになったんだけど、それもパーになっちゃうんで

すよね。財産区の選挙が供託金外すと、もし選挙になれば。そんなような色々なとこが出て

くるんで、それとあと自治法改正すりゃいいって言ったんだけど、自治法改正すると全国の

ね、選挙やっているとこが実際にあるんで、そちらの方へ影響しちゃうかなっていうことで、

とりあえずこういう箕輪町としては出てきてるんで、箕輪町としてはこういうことをやっ

てほしいということなんで、とりあえずこれで出したらどうかということでちょっと考え

させてもらいました。ちょっと金澤さんの話も聞いて。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 そういうことですよね。金澤委員 

○９番 金澤委員 紆余曲折いろいろしてるんだけど、例えば区長会の意見をそのまま尊

重するということを例えば一文つけて町議会から出すけど、区長会から上のような請願が

出てきたと。それを尊重し、そのまま提出しますの一言加えりゃこのまま文章生きるじゃん。

これも一つの方法だけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 今それぞれの木村さん、金澤さんからお話しいただ

きました。木村さんいわく掘れば掘るほど難しくなっちゃって非常に書くのが非常にいろ

いろいろいろな弊害が出てきてしまって難しいということで、このような意見書が区長会

より出てきたと、そのことについて町議会として意見書の提出を、先ほど県とか話ありまし

たけど、どんなふうに扱いしましょう。県議会議員、県議会議会と内閣総理大臣、総務大臣、

四つに出す、どんなもんなんですか。一応そんなふうに区長会よりこのような意見書が提出

をされ、そのことについて、議会としてこの意見書を提出しますということでいいですか、

まず。岡田委員 

○２番 岡田委員 実際こうやって意見書の文案が出てきてますけど、あくまでそういう

義務は陳情書の方にはないので、あくまで出すのは町の意見として意見書を出さなければ

ならないので、そういう何て言うんですかね、逃げ口上が許されるのかがちょっとわからな

いんですけど、どうなんだろ、一つは県議会に出すとすればその多分一番下のところ、以上

の理由によりっていうところのどっかに国にこういう意見書を出してくれっていうものを

多分付ければいいだけだと思うので、私は県にも出すべきだというのはそのとおりだと思

っています。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 このまま町と議会の名前で出せっていうこと。 

○２番 岡田委員 もちろん、だと思います。意見書そのものはもうこれ以上いじらない。 

○３番 青木委員 逃げているようなってどういう意味。 

○２番 岡田委員 財産区からこういう意見書が出てきたらそれをそのまま出すっていう

の、なんかここに加えるっていうの何かおかしいなって。意見書はそのままで。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 どうですか、議長 

○中澤議長 いいら。そうやって議会として出すって腹くくったら、金澤さんの気持ちもわ

からんでもないけど、そんなにあれしなんで、議会として出すならこのまま出せばいいんじ

ゃないの。ただ、提出先ってよくわからんけどさっきの話。県へ出す、県議会へ出す。その

辺の話はよく考えてからの方がいいんじゃないかな。受け取った側としたときにこれをも

らって、県なり県議会がなんかこれについて権限持っているのどうなの。 

○２番 岡田委員 だから一番下のところに国に対してこういう要望が市町村から出てる

から国に要望してくれ、意見書をあげてくれっていう意見書を。 

○中澤議長 全く別の意見書じゃん。 

○２番 岡田委員 さっきそういう話をしていたもので。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員 

○７番 木村委員 確かにそう、供託金を外すとかというのは県には権限がないんで、県の

は例えば財産区を辞めるとか、他の組織に変えるとかっていう許可はあるんだけど、供託金

については全く公職選挙法の改正とかそういうのにはないので、国だけでいいかなと思い

ますけど。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それぞれ皆さん方いただきまして、以上の理由によ

り財産区議会議員選挙の供託金制度の適用を除外するよう求める意見書を内閣総理大臣、

総務大臣に提出するよう要請しますということで、それでよろしいですか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですね。 

次に受理番号 10番 令和 2年 11月 11日 種苗法「改正」の説明を求める陳情というこ

とで JA上伊那の御子柴組合長より出ておりますので、これについて審議をしたいと思いま

す。まず次長朗読をお願いいたします。 

○小松議会事務局次長 陳情受理番号 10番 朗読 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは、ただいま細部説明が終わりましたので、こ

れについても前回一度取り下げをして再度提出でありますので、それについて皆様方から

ご意見をいただきたいと思いますので、お願いいたします。伊藤委員お願いいたします。 

○１番 伊藤委員 前回のときもこれほとんど同じ形のもので出て来ていますので、私は

これについてはもう採択するべきだと考えています。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 青木委員お願いいたします。 

○３番 青木委員 私も趣旨がよくわからなんで、実はこれ農協の JA行って私もどういう
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ことって言って聞いたんですけれど、要はここに謳ってあるのはまず農業者の立場で見る

と説明がされてないってことなんだね。これでいいか悪いかの判断というのが基本的に農

業者も政府から教えられてないと。それともう一つは海外の企業が日本のいい種子を持っ

て行った場合に、そういう国も危機管理という体制もどうなってるかってのがまだ不十分

であると。要するに、中国あたりの企業がいいとこ取りして、日本のイチゴだとか、果樹の

いいものを種を持って行って向こうで生産する。そういう内外のチェック機能がよくでき

てないもんで、今の段階ではだめだという、こういう趣旨を実は JAの組合長からも私聞い

たらそういう趣旨だと。農協でこの御子柴組合長が種子改正を説明を求める陳情っていう

のはこういうことだと、私も聞いてきて納得したんで、ここはこの通り賛成したいというよ

うに思います。以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 岡田委員 

○２番 岡田委員 非常に不本意ですけれども、それはそのとおりだと、中身その物はその

とおりだし、本来であればだから十分に理解を得られてから改正すべきだということを求

めたいけども、ここは組合長さん、JA さんの意識もよく理解できるので賛成いたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 木村委員お願いいたします。 

○７番 木村委員 私もこの丁寧に説明しようっていうことですのでいいんですけれども、

この中の成立させようとしておりますって言うんですけど、もう成立してますんで、2日の

日に。ちょっとこの辺を、その法律をね、しっかり説明してくれって言うんだったら特に問

題はないと思います。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 中澤委員お願いいたします。 

○１０番 中澤委員 改正案が成立させようとしているときの審議がほとんど尽くされて

いないまま可決されている。よって今農業者のところにどういうデメリットが来るのか皆

さん了解していないのが現状。従って異議なし。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 金澤委員お願いいたします。 

○９番 金澤委員 説明を求める陳情なんで、前のやつは改正の中止を求めるが取り下げ

になったので、もう全く問題なく賛成です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは質疑を終了いたします。討論に入ります。討

論ありますか。  

（「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 討論なしと認めます。それはお諮りいたします。陳情

第 10号 種苗法の改正の説明を求める陳情について、原案どおり決することにございませ

んか。 

 （「異議なし」の声あり） 

○１０番 中澤委員 異議なしと認め、可決することといたします。本会議でその旨報告い

たします。それではこの意見書ですけれど、これ改正させようとしているってもう改正して

いる。 
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○９番 金澤委員 直さなきゃいけんのかね、成立させようとしているって 2 日の日に成

立しちゃってるもんで。成立したが、今なお中身がよく理解できないため詳細な説明を求め

るとか（聴取不能）成立したがですかね。させようとしておりますを成立したが。 

○中澤議長 がにしなくてもいいんじゃないの。成立しましたで切っちゃっても。 

○２番 岡田委員 種子法が改正されましたじゃだめなんですか。 

○１０番 中澤委員 今国会でもいらないんじゃないの。（聴取不能）が成立しました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 種苗法に加え、今国会から全部消して、種苗法改正案

が成立しました。 

○中澤議長 十分な審議をして成立したっていうことが書いてある。採決にいったってい

うことはな。 

○１０番 中澤委員 国民への説明は不十分です。 

○９番 金澤委員 具体的な説明を避けっていうのは抜かないといけないね。成立したけ

ど今なお理解が十分でないと、更に詳細な説明を求めるっていうような。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 上から 3行目。 

○３番 青木委員 下の記に書いてあるもんでいいんじゃないですかね、ここのあれは。親

切丁寧な説明を求める陳情ってここに書いてある。それで具体的にはどういうことを言っ

ているかって記に書いてあるもんで。だぶっちゃうよね。いいんじゃないですか。 

○９番 金澤委員 これまでからそっくり消しちゃうっていう、以上のことからまで。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 どっから。 

○９番 金澤委員 以上のことからいらんもんで。以上書かないもんで。だもんで 2 行目

のこれまで以降を消しちゃうっていうことでしょ。拙速に進めようとしっていうのもいら

んもんで。農業生産基盤への多大な不安とあれか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 ちょっといきますよ。農林水産省は 2018年 3月末を

もって廃止した主要農産物種子法に加え、種苗法改正案が成立しました。これまで、これが

何だって。 

○９番 金澤委員 もういらんでしょ。あえて入れるとしたら農業生産基盤からじゃない。

拙速に進めようとしっていうこともいらないんじゃない。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 これまでからずっと消して。 

○３番 青木委員 いや、農協が言いたいのはね、要するに農業者への具体的な説明を避け、

メリットデメリットを示さなかったもんで、そこが問題だよっていうことを言いたいんだ

よね。だからここは外せないと思う。一番のメインだから。農協にとっては。生産者を守る

っていうことに関しては。だからこれは確かに改正しちゃったんだけどそれに行くまでの

過程が問題だよって言いたいもんで。その結果、デメリットメリットがよくわかんないって

いうことを言いたいんだよね。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 そうすると残した方がいいっていうこと。 

○３番 青木委員 うん、残した方が良いと私は思います。 
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○中澤議長 荻原さん、その言いかけた農林水産省はのとこだけれど、種苗法改正案を成立

しましたって言ったけれど、成立させましただよねやっぱり、農林水産省はが主語になって

るもんで。成立させました。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それじゃあ、いいそれじゃいきますよ。農林水産省は

2018年 3月末を持って廃止した主要農産物種子法に加え、種苗法改正案を成立させました。

これまで国会や県の関係機関は、農業者への具体的な説明を避け、改正にあたっての具体的

なメリット・デメリットを示すことなく、コロナ禍を契機に拙速に進めようとし、農業生産

基盤への多大なる不安と今後の内外における企業等への警戒が十分でないことが懸念され

ます。以上のことから農業者への親切丁寧な説明を求めるよう下記の事項を強く要請しま

す。 

○９番 金澤委員 進めようとしのようとしは取らないとだね。進め、で。進んじゃってい

ることだもんで。進めようとしのようとしを取っちゃって、進め、後はそのままで。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 次長いい。 

ちょっと気になるのはこれまで国会や県の関係機関はって、県のことを国に言っていいの

かな。 

○９番 金澤委員 いいじゃん。説明をしたかしねぇかっていうことを言ってるもんで。 

提出先が全部国だもんで県外しちゃってもいいかもしれんな。 

○中澤議長 県に言うならそれでもいいかもしれないけど。国に対して県のクレーム言っ

てもしょうがないかなって。提出先が国だけだもんで県はとっても。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 これまで国の関係機関ね、はい。次長それじゃあ国の

関係機関ということで、県を抜かして、これまで国の関係機関、はい。いいですか、それじ

ゃあ。じゃあそれで意見書の提出ということにさせていただきます。すみません、次長通し

てお願いします。 

○小松議会事務局次長 それでは訂正したところを朗読させていただきます。なんですが

すみません、私から言うのもあれなんですが、本文の 2行目種苗法改正案なので、改正案じ

ゃなくて、おそらく改正種苗法となるのかなと思いますので。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 種苗法改正だね。そうだね。 

○小松議会事務局次長 改正種苗法。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 じゃあそれでお願いします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 次長お願いいたします。 

○小松議会事務局次長 意見書 朗読 

○２番 岡田委員 さっき金澤さんが言っていた一番最後の以上のことから下、農業者に

懇切丁寧な説明を求めるようっていうところはもしかしたら記以降について記の下にも書

いてあるので上の文章にはいらないのかもしれないです。以上のことから下記の事項を強

く要請します。で、そこに十分な説明をしろって書いてあるので。 

○３番 青木委員 以上のことから下記の事項を強く要請しますっていうことね。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 特に異論がなければいいね。以上のことから農業者

への懇切丁寧な説明を求めるは消して、下記の事項を強く要請しますで。よろしいですね。

それでは陳情終わりですので以上で。 

国土強靭化対策を求める陳情書ということできております。これについて審議をしたい

と思います。それでは国土強靭化対策を求める陳情書ということで細部説明を次長お願い

いたします。 

○小松議会事務局次長 すみません、陳情でこういうもの出てきたわけではなく、町議会総

務産業常任委員会としてこの意見書を出すかどうかというところからすみません、始めて

いただければと思いまして、ここまで詳しく言っていいかなんですが、ちょっと国の方から

もこの国土強靭化災害関係の予算を削らないようにしてほしいっていう旨の依頼というか

を町の方から上げてほしい、議会の方から上げてほしいという依頼がありまして、議員提案

という形になるかと思いますが、この意見書を国の方に出すかどうかという審議をお願い

いたします。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは町の方から是非上げてほしいということで

要請がきております。これについて上げるか上げないか、ご審議お願いいたします。 

○中澤議長 既に市レベルでは出しているんですよね。それで町村レベルでも出してほし

いっていう要請っていうかがあって、前回の全協で町長からちょっと説明があったやつで

す。ですので審議自体を出すか出さないかということ（聴取不能）他のとこでは出している

やつだよね。 

○小松議会事務局次長 そうですね。はい。 

○中澤議長 全国の町村から上げてほしいっていうやつ。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 この意見書について提出をする。金澤委員 

○９番 金澤委員 一ついいですか。これ箕輪町議会で出すとした場合に、一番上の豪雨、

暴風、波浪っていうのもいるんですかね。 

（聴取不能） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 どうでしょう、これについて出す方向でと思ってま

すけども。賛成ということでよろしいですか。 

 【賛成者 多数】 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは意見書の提出をするということで決定をい

たしましたので、それじゃあ朗読等をお願いをいたします。 

○小松議会事務局次長 国道強靭化対策の推進を求める意見書 朗読 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 説明が終わりました。これについて何か皆様方から

ご意見あれば。よろしいですか。 

 （「なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 この意見書の提出をするということでよろしいです

か。 
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 （「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは、意見書の提出をするということで決定を

いたしますので。 

○中澤議長 ちょっと次長から提出先について質問があるようです。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 次長 

○小松議会事務局次長 すみません、提出先ですが、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、

国土交通大臣、内閣官房長官、衆議院議長、参議院議長の以上です。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか。それでは、意見書の提出について決

定をさせていただきます。他に何かございますか。中澤委員 

○１０番 中澤委員 昨日お話した気候非常事態宣言の話ですけど、今（聴取不能）でさせ

ていただいて現に南箕輪村（聴取不能）。もう一つの報告は京都市で脱炭素社会実現を目指

す決議が 10月 1日で行われ、着々と各市町村で気候非常事態宣言が決議されている。箕輪

町議会はいかがですか。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 この扱いどういうふうにすればいいの、議会として

意見書。 

○１０番 中澤委員 今回協議を持ちたいの。 

○７番 木村委員 議会として決議してほしいっていうこと。 

○１０番 中澤委員 町がね。いただくとありがたい。 

○２番 岡田委員 どっちに求めているんですか。両方に。 

○７番 木村委員 求めているんじゃなくて決議しろっていうことでしょ。 

○１０番 中澤委員 どっちにも。議会の中で議論してほしいっていう。 

○７番 木村委員 南箕輪みたいにやってほしいっていうことでしょ。 

○１０番 中澤委員 だもんで今全国で（聴取不能） 

○２番 岡田委員 これ議員提案じゃん。その通りでしょ。 

○中澤議長 今町が議会の方で決議してほしいっていうようなこと、ってそういう話だよ

ね。ただ私のところには一切そういう話はきておりませんので、町長に確認をしますので。

ちょっと確認をさせてください。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 流れとするとそういうことですので、議長またじゃ

あそれについて町長とお願いいたします。なければ以上を持ちまして。金澤委員 

○９番 金澤委員 さっきの財産区議会議員のやつだけど、町としても何か私一年この問

題やってて町の総務課何か尻込みしてるように感じてしょうがないんだけど、この間の一

般質問でも取り上げたけど、あの答弁聞いてても、町が積極的に動こうとしてる姿が見えな

いんで、議会としても町にも積極的に論議をするよう示してもらいたいとか、働きかけをし

てもらいたいっていうのを意見書として出したらどうでしょうか。全くまだ文章もつくっ

てないんで、もし賛同いただけるようなら、こっから 5分や 10分じゃできないんで、例え

ば明日月曜日午後だもんで、ちょっとその前にぱっとやるとか、作ってくるけど。そういう
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ものを出した方がいいか。この間の総務課長の答弁の一番最後は区ごとにってことを言っ

てたんだよね。区ごとに協議してくれと。っていうことは町としちゃ区に任せるよというふ

うに感じ取れるんだけど、最終的に区ごとに事情が違うので、財産区議会議員選挙そのもの

をやめるかどうかというのは、例えば木下はそのまま残すとか、松島はやめるとかってこと

は区ごとに多分結論変わってもいいと思うんですけど、そうは言っても選挙主催するのは

町なんで、だから町もそれなりにやっぱ取り組んでいった方がいいと思うんだよね。だから、

町としても指導まで町がしてもらえるかどうかわからんけど、町としても積極的に検討を

してもらいたいということをお願いしたいですが。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 今金澤委員からそのようなご意見が出ました。最終

的には区の判断になるわけですけれども、それにはやはりいくつかの方法みたいなものを

やっぱり町が提示するというか、それぞれの区に対して、ある意味必要なことだというふう

に思いますので、今そういうあれがありましたので、どうでしょうか。このことについて町

の方への要は指導、指導というか要するに各区へ対するどうするかというくらいのやっぱ

りことは投げかけてもらって、そうして町とそれぞれの区がそれぞれ相談しながら、自分た

ちの区をこれからどうするかっていうことを考えていく必要があると思いますので、そう

いったことで。金澤委員 

○９番 金澤委員 もう一つ更に追加すると来年の 2 月上旬に 5 つの区が今回選挙になる

んですけど、残りのあと 8個か、全部で 13だから、あと 8個の区は 1年後になるはずなん

ですよ。ここで役員が変わっちゃったりすると全く新たに改選された人はそういうことが 1

年後に迫ってくるということは町の方が働きかけない限り、際まで下手すると気が付かな

くて、知らなんでいるんで、やっぱり町の方の働きかけっていうのはどうしても必要だと思

うんです。今年の役員が申し送って来年の人に言わん限りは。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 そういった意見出ましたので、進めていくというこ

とでよろしいですかね。  

（「異議なし」の声あり） 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 また具体的なことについては作ってきてもらって、

それでよろしいですかね、それじゃあ。 

○中澤議長 いいけどさ、そんなに難しいことじゃないもんで、要するに何て言ったらいい

の、情報提供きっちり行うこととか、あるいは上下指導をしっかりしてくださいっていうそ

んなようなことだと思うもんで、そんな長々と難しく書く必要ないもんで、そういう案を作

って、最終日の 13時くらいからちょっとこれでどうだい、こういう要望書を出しましょう

よみたいなことで話をまとめたらどうよ。 

○９番 金澤委員 1 時から 30 分で上がるように作ってくればいいのね。賛同していただ

けるようなら一応ひな型作ってくるんで、協議してもらいたいっていうことに。 

○２番 岡田委員 もし決議を上げるっていう話であれば事務局の方でそういうあれが必

要になってきますよね。 
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○１１番 荻原総務産業常任委員長 決議を上げるっていうことじゃない。 

○中澤議長 だもんで、区長会の意見書は意見書として出す。その代わり、やっぱり本来的

な町のもっとちょっと力を入れた指導をしろっていう要望を上げるっていうことでどうよ。 

○３番 青木委員 金澤さんが言いたいことはそういうことだよね。もう少し町が区に働

きかけて丁寧なそれこそこういうことだとか、財産区はこういうことだとか、そういう説明

をね、ほとんどの人が知らないで区議会議員に（聴取不能）。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 そういったことで金澤さん一応作ってきてもらって、

ですので、1時頃、1時までにはちょっと集まっていただきまして、そのことについてちょ

っとお話しさせていただきますので。よろしいですか、それで。 

○中澤議長 ごめん。1時じゃなくてもいいかもしれん。本会議終わってからでもそういう

ことなら。ごめんね。本会議に提案すると思ってたもんで。本会議終了後は全協があるもん

で。 

○９番 金澤委員 今議会には意見書は出さないっていうことだよね。 

○中澤議長 意見書は区長会のは出すよ。だけど今言っているのは町に対する要望みたい

な恰好で出すっていう。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 よろしいですか、それじゃあ。本会議終わった後とい

うことで。お願いします。次長 

○小松議会事務局次長 すみません、1点、先ほど国土強靭化の意見書の提出先に追加があ

ります。一番大事なのが、国土強靭化担当大臣がおりますので、そちらにも出しますので、

全部で 8箇所に提出いたします。 

○９番 金澤委員 環境省はいらんのかね。 

○中澤議長 これは全体にお願いされてるやつだもんで、そんなに深く考えないでいただ

いて。 

○１１番 荻原総務産業常任委員長 それでは以上をもって総務産業常任委員会を閉会と

いたします。ご苦労様でした。 

 

 

午前 11時 46分  閉会 


